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大阪市立泉尾工業喜
100年間お世話になり:

大阪府立泉尾工業高等学校へ
これからお世話になります。
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2021(令和 3年)9月  (2)

令
和
３
年
度
役
員

霰
称
瞳

令
和
２
年
度
事
業
報
告

〈ム　　」求
戸
田
　
省
吾

（
Ｅ
４２
）

副
会
長

木
原
　
和
子

（
Ｓ
４８
）

会
計
監
査山

口
　
　
姜貝

（
Ｅ
４‐
）

矢
田
　
晴
良

（
Ａ
平
７
）

常
任
理
事
長

稲
地
　
幸
雄

（
Ｍ
４８
）

令
和

３
年
度
卒
新

理
事

※
今
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
、

自
水
会
に
加
入
し
た

各
科
ク
ラ
ス
代
表
の
２
名

Ｆ
科
　
　
柿
田
　
美
咲

稲
村
　
琴
羽

Ｃ
科
　
　
勝
部
　
魁
人

山
本
　
玲
久

Ａ
科
　
　
染
矢
　
　
健

奥
村
　
陽
寿

Ｍ
科
　
　
西
原
　
　
稔

野
瀬
　
拓
海

Ｅ
科
　
　
末
吉
　
由
奈

金
城
　
匠
見

役
員

・
理
事
会
令
和
２
年
７
月
１０
日

鶯
Ｃ

中
止

。
１
０
０
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会

第
１
回
　
運
営
委
員
会

（実
行
委
員
会
）

令
和
２
年
Ｈ
月
２４
日

（月
）

母
校
校
長
室

第
２
回
　
運
営
委
員
会
　
〈市
和
２
年
１２
月
７
日

（月
）

母
校
校
長
室

第
３
回
　
運
営
委
員
会
　
〈一
和
３
年
１
月
２５
日

（月
）

母
校
校
長
室

第
４
回
　
運
営
委
員
会
　
〈「
和
３
年
２
月
２２
日

（月
）

母
校
校
長
牢

第
５
回
　
運
営
委
員
会
　
〈「
和
３
年
３
月
２９
日

（月
）

母
校
校
長
室

・
理
事
会
第
１
回
　
令
和
２
年
９
月
１９
日

（土
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

第
２
回
　
令
和
３
年
３
月
２０
日

（ｔ
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

・
常
任
理
事
会

第
１
回

〈「
和
２
年
１０
月
５
日

（月
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

禿

第
Ｈ
回

〈「
和
３
年
２
月
２。
日

（ｔ
）

リ
モ
ー
ト
会
議
　
※
第
３
回
よ
リ
リ
モ
ー
ト

第
１２
回

〈「
和
３
年
３
月
２。
日

（■
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

・
令
和
２
年
度
会
報
封
繊
作
業

令
和
２
年
８
月
２２
日

（土
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

・
濱
中
元
校
長
先
生
と
の
懇
談
会

令
和
２
年
９
月
４
口

（本
）

大
阪
天
王
寺
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル

以
上

令
和
３
年
度
　
事
業
計
画

（案
）

・
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

第
１
部
　
記
念
式
典
　
　
　
〈口
和
３
年
１０
月
２３
日
　
母
校
講
堂

（体
育
館
）

第
２
部
　
記
念
祝
賀
会
　
　
〈“
和
３
年
１０
月
２３
日
　
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

（翌
年

令
和
４
年
１０
月
２２
日

（土
）

へ
の
延
期
確
定
）

・
白
水
会
年
次
総
会
令
和
３
年
１０
月
２３
ロ
　
ア
‐
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー

（中
止
確
定
）

・
１
０
０
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会

第
６
回
　
運
営
委
員
会

〈
‐ｊ
和
３
年
４
月
２６
日

（月
）

母
校
校
長
室

以
後
　
毎
月
開
催
予
定
　
母
校
校
長
室

・
役
員
理
事
会

令
和
２
年
６
月
Ｈ
日

（予
定
で
し
た
が
中
止
）

。
理
事
会
第
１
回

〈口
和
３
年
５
月
１５
日

（土
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室
　
（中
止
）

臨
時
　
　
〈‐ｊ
和
３
年
６
月
１
日

（土
）

祝
賀
会
延
期
文
書
表
決

臨
時
　
　
〈
‐，
和
３
年
７
月
１
口

（本
）

総
会
開
催
中
止
に
議
案
文
書
表
決
　
（予
定
）

第
２
回

〈「
和
３
年
１０
月
２３
日

（上
）

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
　
（中
止
）

第
３
日
　
本「
和
４
年
３
月
１２
日

（土
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室

・
常
任
理
事
会

第
１
回

（
１
０
０
周
年
常
任
理
事
会
　
通
算
１３
回

〈口
和
３
年
４
月
１７
日

（上
）

（オ
ン
ラ
イ
ン
）

以
後
　
毎
月
開
催
予
定
　
母
校
本
館
２
階
会
議
宇
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式

・
令
和
３
年
度
会
報
封
絨
作
業

令
和
３
年
８
月
２８
日

（土
）

母
校
本
館
２
階
会
議
室
　
（予
定
）

以
Ｌ

理
事
会
だ
よ
り

Ｓ
３。

巽
　
　
昭

三

人
生

『
明
楽
元
安
保
』
元
気

に
過
ご
し

て

い
ま
す
。

Ｓ
３。

西
村
　
土童

コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ

で
大
変
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

体

に
気

を
付

け

て
、
自
水
会

よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｄ
４７

勝
浦
　
典

子

退
職

し
、
元
気

に
週
３
回
入
浴
介
助

の
パ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
が
ワ
ク
チ

ン
で

２
回

と
も
熱

が

で
ま
し
た

（
涙
）

Ａ
２８

筒
井
　
　
信

ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
も
無
事
終

わ
り
、
元
気

に
し

て

い
ま
す
。

Ａ
４３

朝
倉
　
則
男

貸
畑

で
試
行
錯
誤
し
野
菜
作
り

を
し

て
ま
す
。

事
務

局

で
の
評
判

は
上

々

で
す

（
笑
）

Ｅ
４．

山

口

　

賞

コ
ロ
ナ
禍
関
係
な
く
、
元
気

に
仕
事

を
し

て
い
ま
す
。

最
近
野
良
猫

を
保
護

し
飼

い
初

め
ま
し
た
が
、

老
猫

な

の
で
お
金

が
か
か
り

ま
す
。

Ｍ
４８

稲

地
　
幸
雄

創
立

１
０
０
周
年

お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
善

き

１
０
０
周
年
行
事

に
常
任
理
事
長

と
し

て
、
関

わ
れ

る
事

を

最
大

の
慶
び

と
感

じ

て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
健
勝

を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

Ｅ
５６

山
本
　
幸

治

創
立

１
０
０
周
年

お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
、
子
供

が
４
人

お
り

ま
し

て
、

そ

の
う

ち

２
人

が
泉

工
卒
業
生

で
す
。

そ
の
関
係

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
せ
て
頂

い
た
り
、
自
水
会

の
常
任
理
事
さ
せ
て

頂

い
た
り
と
本
当

に
泉
尾

工
業
高
校

に
は
人

一
倍
思

い
が
あ
り

ま
す
。

泉
尾

工
業
高
校

の
未
来

に
、
更

な

る
発
展

を
願

っ
て

い
ま
す
。
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1今和 2年度

(一般会計)

収 入 総 額
支 出 総 額

大阪台水会一般会計決算報告書

2,312,386円

1,826,462円

485,924円

100周年会計決算報告書

1,451,252円

48.812円

1,402,440円

1今和 3年度予算 (案 )

(一般会計 )

収入総額
支出総額

2,485,924円

2,485,924円

:|

今和 2年度
大阪台水会

収入総額

支出総額

令 和 2年度  会 計 監 査 報 告

監査の結果、正確である事を認めます。

令和 3年  5月 20日

大阪自水会  監査  ■b口  責 ③

大阪自水会  監査  矢 口  晴 良
⑥

今和3年度
100周年会計予算 (案 )

差 引 額

今わ 3年度
教育基金会計予算 (案 )

収入総額

支出総額

6,602,440円

6,602,440円

収入総額
支出総額

3,097,495円

み000,000円

差 引 額

【収人の部】

差 引 額

【収入の部】

差 引 額

【収入 (期初 )】

1,097,495円

【収入の部】

項  目 予 算 額 決  算  額

会 費 1,000,000円 809,662円

う夕和llく卜 (令和2 3年 分) 732,000円 1,270,240円

広 料 30.000円 27,000円

前 年 度 繰 越 金 718.133円 205,481円

息 3円

合 計 2,480,133円 2,312,386円

予納金令和 2年713,120円  令和 3年 557.120円

(教育基金会計 )

項  目 決 算 額

前年度繰 itt金 3,097,247円

子 48円

残   高 3,097,495円

【収入の部】

項  目 予 算 額

費 900,000円

予 納 金 600,000円

広 料 0円

別 途 基 金 繰 入 500000円

前 年 度 繰 越 金 485,924円

合  計 2,485,924円

【支出の部】

項  目 予  算  額 決 算 額

会 報 発 行 費 540000円 538,463円

総   会   費 100.000円 0円

新 入 会 員 歓 迎 費 70000円 54,708円

教 育 活 性 化 基 金 0円 0円

議 費 60,000円 3,073円

事 務 ・ 郵 送 費 50,000円 8,784円

人   件   費 624.000円 624,000円

通   信   費 60.000円 57.841円

慶   弔   費 100.000円 0円

雑 費 ・ 消 耗 品 費 45,481円 18,469円

H P更 新 費 140.000円 7,804円

一父 通 費 30.000円 13320円

100周 年積立金 500000円 500,000円

計 2.319,481円 1,826.462円

【支出の部】

項  目 予 算 額

会 報 発 行 費 540,000円

総 会 費 0円

新入会員歓迎費 70,000円

教 育 後 援 会 費 100,000円

会 議 費 50000円

事 務 ・ 郵 送 費 50000円

人   件   費 624,000円

通   信   費 60,000円

慶   l FJ  費 100,000円

雑費・消耗 躍I費 50,000円

H P更 新 費 150,000円

交   通   費 30,000円

100周 年 積 立 金 500,000円

予  備   費 161,924円

合 計          2,485,924円

項  目 予 算 額 決 算 額

定 期 預 金 解 約 1,100,210円 1,100,210円

紫電会 か らの募金 351,041円

息 1円

合 計 1,100,210円 1,451,252円

項  目 予 算 額

募 金 2,000,000円

広 米斗 200,000円

他 会 計 繰 入 金 2,000,000円

前 年 度 繰 越 金 1,402,440円

雑 収 1,000,000円

合 計 6,602,440円

項  目 予 算 額

前 年 度 繰 越 金 3,097,495円

合   計 3,097,495円

【支出の部】

項  目 予 算 額 決 算 額

三祓 費 3,218円

事 務 ・ 郵 送 費 811円

一父 通 費 29,500円

雑 費 6,283円

H P 費 9,000円

合 計 0円 48,812円

【支出の部】

項  日 予 算 額

総   務   費 100,000円

通 信 費 100,000円

会 議 費 100,000円

寄 付 活 動 関 係 費 1,000,000円

祝 賀 会 関 係 費 2,500,000円

記 念 辞I関 係 費 800,000円

記 念 事 業 関 係 費 800,000円

広 報 関 係 費 200,000円

備 費予 1,002,440円

計 6,602,440円

【支出 (期末)】

項  目 予 算 額

一 般 会 計 繰 人 500,000円

100周 年会計繰入 1,500,000円

合 計 2,000,000円
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市
立
か
ら
府
立

へ
母
校

の
新
し

い
旅
立
ち

～
時
代
の
印
日
に
痛
魔
に
よ
る
緊
恙
事
態
宣
言
を
え
服
す
る
～

業
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

感
染
症
が
再
び
増
大

し
た

こ
と

で
、

常
任
理
事
会
を
オ

ン
ラ
イ

ン
会
議

で
開

催
し
、
１
０
０
周
年
記
念
募
金
活
動
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
記
念
事
業

の
準
備
作

業
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
変
異
株
に
よ
る
新
型

コ
ロ

ナ
が
報
道
さ
れ
、
〈
フ
年

１
月

・
４
月
に
、

相
次

い
で
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、

安
心
安
全
な
日
常
生
活
は
取
り
戻
せ
な

い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

一
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
高
齢
者
を

優
先
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
の
国
民
が
接
種
す
る
ま
で
に
は
長
期

に
お
よ
ぶ

こ
と
と
な
り
、
祝
賀
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
は
安
全
対
策

へ
の
不
安
は

払
拭
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
祝
賀
会
会

場

（大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
）
の
予
約

キ
ヤ
ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
令
和
３
年
７

月
１
日
ま
で
に
延
期
の
可
否
を
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
よ
り
、
自
水
会
埋

事
役
員
の
皆
様
方

へ
の
文
書
に
よ
る
表
決

方
法
で
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会

の
開
催
を
令
和

４
年

１０
月

へ
の
延
期
措

置
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祝
賀
会
の

開
催
に
合
わ
せ
て
令
和
３
年
度
大
阪
白
水

会
総
会
の
開
催
も
昨
年
よ
り
２
年
連
続
で

中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
記
念
式
典
は
万
全

の
対
策
準
備

を
講
じ
て
何
と
か
計
画
通
り
、
本
年

１０
月

２３
日

（土
）
に
母
校
体
育
館
で
粛
々
と
実

施
す
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

大
阪
市
立
泉
尾

工
業
高
等
学
校
と
し

て
最
後

の
年
度
を
迎

え

て

い
ま
す
が
、

体
育
祭
、
修
学
旅
行
の
延
期
を
は
じ
め
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
に
影
響
が

生
じ
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
を
節
目

と
し
て
、
〈
・．
和
４
年

４
月
１
日
よ
り
大
阪

府
立
泉
尾
工
業
高
校
と
し
て
新
た
な
歴

史

の
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
ま
す
が
大
阪
白

水
会
は
会
員
全
員
が

一
丸
と
な

っ
て
母

校
泉
尾

工
業
高
校
を
継
続
し
て
支
援
し

て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
〈
本
員
の

皆
様
に
は
ご
理
解

・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長  (こ42)

戸 口 省 吾

大
阪
白
水
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ

ま
し

て
は
、

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動

に

ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お

礼
中
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年

の
春
先
か
ら
始
ま

っ
た

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る

い
、
昨
年
の
４
月
７
日
か
ら
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
、
学
校
で
は
休
業
措
置
が

取
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
ひ
と
り

一
人
が

積
極
的
に
外
出
等
の
自
粛
、
企
業
の
テ
レ

ワ
ー
ク
等
に
よ

っ
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
何
と
か
沈
静
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
９
月
に
理
事
会
を
開
催
し
、

大
阪
市
立
最
後

の
周
年
記
念
行
事
と
し

て
学
校

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
教
育
後
援
会

・
泉
会

・

友
泉
会

の
母
校
を
支
え
る
各
組
織
代
表

者

に
趣
意
書
を
提
出

し

て
、
〈
「
和

３
年

１。
月
２３
日

（ｔ
）
に
１
０
０
周
年
記
念
事

大
阪
市
立
最
後
の
年
を

１
０
０
周
年
で
か
ざ
る

白
水
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
中
し
あ

げ
ま
す
。

平
素
は
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

１
９
９
２
年
に
大
阪
市
が
２
つ
め
の
工

業
学
校
と
し
て
創
立
し
た
本
校
が
大
阪

市
立
と
し
て
最
後
の
年
度
を
迎
え
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
従
来
通
り
学
校
行

事
を
進
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
あ
ら
た
な

対
応
に
追
わ
れ
え
る
毎
日
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
員
と
し
て
、
自
水
会
か
ら
記
念
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
頂
き
ま
し
た
。

１
学
期

に
体
育
祭
が
実
施

で
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
ま
だ
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
披
露
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
球
技
大
会

や
文
化
祭
な
ど

で
も
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
校
は
府
移
管
、
再

編
統
合
と
大
き
な
節
日
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
自
水
会

の
皆

様
方
に
は
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

創
立
・
０
０
周
年
記
念
事
業
の

コ
ロナ
褐
で
き
難
の準
備
作
業
合
闘
記

大
阪
白
水
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
平
素
は

母
校
発
展
に
ご
協
力
、
ご
尽
力
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
日

を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
を
成

功
さ
せ
る
べ
く
２
０
２
０
年
８
月
２２
日
に

常
任
理
事
会
の
設
置
を
検
討
し
、
同
９
月

‐９
日
第
１
回
理
事
会
に
て
常
任
理
事
会
、

及
び
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
承
認

を
得
て
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
創
立
９。
周
年
時
の
資

料
を
参
考
に
趣
意
書
の
作
成
、
式
典
日
程
、

記
念
誌
、
記
念
品
、
祝
賀
会
、
等
々
各
事

業
推
進
、
予
算
案
の
確
認
、
ま
た
募
金
活

動
も
急
務
と
な
り
、
課
題
は
山
積
と
な
り

ま
し
た
。
綿
密
な
常
任
理
事
会
が
必
須
と

な
る
中
、
２
０
２
０
年
Ｈ
月
１９
日
第
２
回

常
任
理
事
会

（
母
校
本
館
第
２
会
議
室
）

以
降
の
第
３
回
常
任
理
事
会
よ
り
、

コ
ロ

ナ
感
染
予
防
の
為
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
会
議

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
常
任
理
事
各
位
の
Ｐ
Ｃ
機
器
環

境
に
差
異
が
生
じ
、
不
慣
れ
な
Ｐ
Ｃ
操
作

か
ら
始
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

し
た
が
、
Ｐ
Ｃ
操
作
も
日
々
精
進
し
、
今

や
常
任
理
事
７
人
全
員
が
素
早
く
集
合
で

き
て
す
ぐ
に
議
題
に
入
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
常
任
理
事
会
も
１６
回
目
を

経
過
し
て
お
り
ま
す
．

こ
れ
ま
で
に
例
を
見
な
い
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
対
応
に
よ
り
、
白
水
会
会
員
の

皆
さ
ま
方
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
、

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守

っ
て
頂
け
た
ら

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
安
心
安
全
に
元
気

な
姿
で
お
日
に
か
か
れ
る
目
を
楽
し
み
に

待
ち
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

校 長

飯尾 吉 司

副会 長三(S48)

木原 わ 子
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ボ
ケ
封
じ

元
校
長

Ａ

２８

漬
十

営
ニ

嘗

て

″
下

（
し

も

）
の
世

話

に
な
ら
ぬ
よ
う

″
と
神
社

仏

閣

に
お
詣

り
す

る
、
観
光

ツ
ア
ー
が
人
気
を
博

し
た

こ

と
が
あ

っ
た
が
、
最
近

で
は

Ｔ
Ｖ

の

コ
マ
ー

シ
ャ
ル
や
出

版
物

で
そ

の
危
険
性

を
晴
一伝

し
て
い
る
。

視

聴

覚

で

〃
ボ

ケ

封

じ
〃

だ

の

″
認
知
症

に
な
ら

ぬ
方

策

″

な
ど

を

説

か

れ

る

と
、

我
々
凡
人
は

《
神
仏
に
頼
る
》

と
か
、
《
健
康
サ
プ
リ
メ

ン
ト

服
用
》
と
か
、
あ
る
い
は

《
保

険

に
入
ら
ね
ば

な
ら
な

い
の

か
》

と
心
細
く
な

っ
て
く

る

か
ら
情
け
な
い
。

私
は
ま
も
な
く
米
寿
を
迎
え

る
が
、
幸

い
な
こ
と
に
ま
だ
そ

の
兆
候
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
。
特
別
に
体
に

い
い
こ
と
を
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
。
平
々
凡
々
と
老
々
介
護

の
日
々
を
送

っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
が
、
時
た
ま
気
ま
ぐ
れ
に

キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
い
て
駄
文
を

弄
し
て
い
る
。

そ
こ
で
恐
縮
だ
が
、
そ
の
拙

文
の

一
端
を
お
目
に
か
け
、
ご

批
評
を
い
た
だ
き
私
の

″ボ
ケ

封
じ
〃
に
し
た
い
と
思
う
Ｇ
是

非
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

お
地
蔵
様
の
会
議

ワ
シ
は

一
本
杉
地
蔵
で
今
年

の
当
番
地
蔵
だ
。

今
日
は
大
晦
日
だ
か
ら
村
ン

中
の
地
蔵
達
、
五
体
に
集
ま

っ

て
も
ら

っ
て
、
ワ
シ
を
入
れ
た

ら
六
体
じ
ゃ
が

・
・
・
・
。

一
年
間
の
出
来
事
を
報
告
し

て
も
ら
お
う
と
思
う
。

報
告
の
前
に

「○
○
地
蔵
」
の

Ｏ
Ｏ
の
ワ
ケ
を
話
し
て
か
ら
報

告
し
て
も
ら
お
う
。

ま
ず
最
初
に

「水
掛
」
さ
ん
お

願
い
し
ま
す
。

１

水
掛
地
蔵
の
報
告

ワ
シ
は
山
か
ら
出
る
泉
の
そ

ば
に
立

っ
て
い
る
か
ら

「水
掛

地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ん
だ
。

や
ん
ち
ゃ
坊
主
の
け
ん
ち
ゃ
ん

の
こ
と
じ
ゃ
。
け
ん
ち
ゃ
ん
は

賢

い
子
だ
が
や
ん
ち

ゃ
で
ナ
、

時
々
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し

て
お
母
さ
ん
を
困
ら
せ
て
い
る

ん
だ
。
寒

い
あ
る
日
、
け
ん
ち
ゃ
ん

は
、
仲
良
し
の
お
舟
ち
ゃ
ん
ち

か
ら
帰

り
道
、

ワ
シ
の
後

ろ

の
土
手
に
上
が

っ
た
ん
じ
ゃ
。

腕
白
ど
も

は
時

々

こ
ん
な

こ

と
を
す

る
か
ら
気

に
も

と
め

て

い
な
か

っ
た
ん
だ

が
、
急

に
頭
か
ら
生
暖

か

い
お
湯
が

か
か

っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
。

村

の
女
将

さ
ん
連
中

も
泉

の
水
で
ワ
シ
を
洗

っ
て
く
れ
る

か
ら
、
け
ん
ち
ゃ
ん
も
同
じ
こ

と
を
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

思

っ
た
が
、
湯
だ

っ
た
ん
で
面

食
ら

っ
て
い
た
ん
だ
。

で
も
、

気
持
ち
が

い
い
な
ぁ
と
目
を

つ

ぶ

っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
。

い
つ
も
な
ら
、
そ
の
後

二
，

三
回
泉

の
水
を
か
け

て
バ

ス

タ
オ
ル

で
拭

い
て
く
れ
る

の

じ

ゃ
が
、

い

つ
ま

で
た

っ
て

も
新

し

い
水
を

か
け

て
く
れ

な

い
。
し
か
も
、
し
か
も
じ
ゃ
、

妙

な

に
お

い
が

し

て
き
た
ん

じ
ゃ
な
。

そ

っ
と

目

を

開

け

て

み

る
と
、

け

ん
ち

ゃ
ん
が

お
う

ち

の
方

に
駆
け

て

い
る
後

ろ

姿
が

見

え
た
。

ワ
シ
は
チ
ク

と
お
灸

を
据

え

て
や

ろ
う
と

思

っ
た
の
だ
よ
。

あ
く
る
朝
早
く
、
け
ん
ち
ゃ

ん
と
お
母
さ
ん
が
た

っ
ぶ
り
の

お
湯
で
、
頭
か
ら

つ
ま
先
ま
で

洗
剤

を

つ
け

て
、

き

れ

い
に

洗

っ
て
く
れ
た
よ
。
そ
の
上
、

お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
お
供
え
を
し

て
二
人
で
真
剣
に
ワ
シ
を
拝
ん

で
く
れ
た
よ
。
ワ
シ
は
呪
文
を

唱
え
て
け
ん
ち
ゃ
ん
の

″先

っ

ぽ

″

の
痛

み
と
腫

れ
を
解

い

て
や

っ
た
よ
。

半
世
紀
。
長
分
っ
た

５。
年
ぶ
り
の
母
校

Ｍ
４６
　
饗
庭
　
恙

箇
姓
井
巳

７
月

２９
日

（
木
Ｘ
午
業

以
来

５０
年

ぶ

り

に
大

正

橋
か
ら
思

い
出
を
辿
り
、

母
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

あ

ま

り

に
も

変

わ

り

様

に

驚

き

ま

し

た

が
、

学

舎

の
西
館

は
残

っ
て

お

り
、

私

よ

り

２
学

年

下

で
現

在
、

常

任

理
事

長

Ｍ

４８
稲

地

先

生

に
案

内

し

て
頂

き
、

学

生

生

活

の
思

い
出

話

に
華

が

咲
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
統
合
で
母
校

が
無
く
な
る
前
に
、
是
非

と
も
訪
問
ヲ
ー
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量

轟

量

一

私
が
移
動
で
泉
尾
工
業
高
校
に
赴
任

し
た
の
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
の
事

で
、
そ
こ
か
ら
九
年
間
に
渡
り
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

在
任
期
間
中
は
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

い
ず
れ
も
が
、
『
大
変
印
象
に
残

っ
て

い
る
事
』
と
言

っ
て
も
良
い
程
の
も
の

で
す
が
、
敷

い
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、

『
と
て
も
個
性
の
強
い
生
徒
さ
ん
達
と
、

と
て
も
濃
い
個
性
を
お
持
ち
の
教
職
員

の
皆
様
方
と
の
触
れ
合

い
の
日
々
』
を

送
る
事
が
で
き
た
と
い
う
の
が
、
自
分

に
と

っ
て
大
変
嬉
し
く
、
充
実
し
て
い

た
と
い
う
事
が
言
え
、　
一
番
の
思
い
出

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
月
で
定
年
を
迎
え
、
再
任
用

教
員
と
し
て
第
二
工
芸
高
校
に
異
動
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
泉
業
を
出
て
み
て
初
め
て
、

そ
の
懐
の
深
さ
と
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

泉
業
で
得
ら
れ
た
も
の
を
活
か
し
、
今
後

も
頑
張
っ
て
活
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
任
期
間
中
、
皆
様
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。
有
難
度
う
御
座
居
ま
し
た
。

皆
様

の
ご
健
勝
と
、
泉
尾
工
業
高
校

の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
元
気

で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、

生
徒

の
皆
さ
ん
は
勉
強
も
含
め
、
し

っ

か
り
と
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と
を
し

っ
か
り
と

こ
な
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

来
年
度
に
桜
和
高
校

へ
再
編
さ
れ
る

と

い
う

こ
と
で
、
学
校

の
中
は
バ
タ
バ

タ
と
し
て
い
る
部
分
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
私
自
身
は
一扇
町
総
合
高
校

で
元
気

に
や

っ
て
い
ま
す
。

泉
尾
工
業
に
い
る
間
、
周
り
の
先
生
方
に

様
々
な
面
で
助
け

て
頂

い
た
り
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
も

い
ろ

い
ろ
な

こ
と
を
手

伝

っ
て
頂

い
た
り
し
た
経
験
を
も
と
に

今
後
も
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

泉
尾
工
業
も
新
型

コ
ロ
ナ

の
影
響
な

ど
も
含
め
、
大
変
な
時
期
か
と
は
思

い

ま
す
が
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４
年
間
、
あ
り
が
と
，ａ
ｃ
ざ

い
ま
し
た
。

泉
尾
工
業
高
校
の
皆
様
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
、
都
島

工
業
高
校
で
理
数
工
学
科
１
年
生
の
担

任
を
持
ち
、
ま
た
物
理
や
化
学
に
つ
い

て
教
え
て
い
ま
す
。

元
々
機
械
が
専
門
だ

っ
た
の
で
、
初

め
は
少
し
大
変
で
し
た
が
、
よ
う
や
く

授
業
や
実
習
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

生
徒

の
皆
さ
ん
も
新
し
く
何
か
に

チ
ヤ
レ
ン
ジ
す
る
と
き
は
悩
む
気
持
ち

や
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず

乗
り
越
え
、
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
る

と
思
う
の
で
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。
泉
工
の
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
世

泉
尾
工
業
高
校
の
皆
様
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
７
年
間
、

泉
尾
工
業
高
校
電
気
科
に
お
世
話
に
な

り
、
今
年
度
の
異
動
で
都
島
工
業
高
校

電
気
電
子
工
学
科

へ
異
動
し
ま
し
た
。

新
年
度
が
始
ま

っ
て
か
ら
二
か
月
が

過
ぎ
た
今
、
泉
尾
工
業
高
校
で
過
ご
し

た
期
間
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
ど
う

す
れ
ば
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
電
気
科
に

来
て
よ
か

っ
た
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
学
科
に
な
る
の
か
を
考
え
る
の
に

必
死
だ

っ
た
７
年
間
だ

っ
た
な
ぁ
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
、

泉
尾
工
業
で
の
全
て
の
経
験
は
、
こ
れ

か
ら
の
教
員
生
活
で
貴
重
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
今
、　
一
年
生
の
担
任

を
し
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
担
任
業

務
と
新
し
い
環
境
で
自
分
に
で
き
る
こ

と
、
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
る

た
め
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
高
校
生
の
就
職

状
況
も
大
き
く
変
わ
る
か
も
わ
か
ら
な

い
情
勢
で
す
が
、
泉
尾
工
業
の
生
徒
の

皆
さ
ん
な
ら
良
い
結
果
を
残
せ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
簡
単
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
最
後
ま
で
頑
張

っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
世
話
に

な

っ
た
先
生
方
、
紫
電
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
七
年
間
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

岡 口  直え
(数学科 )

阿部  共式
(国語科 )

采 口  優 馬
(機械 斜 )
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(電気科 )
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恙
戦
薔
闘

こ
の
度
、
住

吉

商

業

高

等

学

校

に

転

勤

と
な

り
ま

し

た
。
泉

尾

工
業

高

等

学
校

に
は
平
成

２２
年

に
赴

任

し
令

和

２
年

度

ま

で

Ｈ
年

間

お
世

話

に
な

り
ま
し
た
。

住

吉
商

業

高
校

で
は

２
年

生

の
担

任
を
し
て
い
ま
す
。
泉
尾
工
業
高
校

で

は
教

務

の
仕

事

を

し

て

い
ま

し

た

の

で
、
担
任
は
前
任
校
か
ら
数
え
る
と
１８

年

ぶ

り

に
な

り
、

本

当

に
久

し
ぶ

り

の
担
任

で
す
。
し
か
も
、
男
子
が

１０
人
、

女
子
が

２７
人

の
ク
ラ
ス
で
、
泉
尾
工
業

高

校

の

フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン
エ
学

科

に
近

い
男
女

の
割
合

で
す
。
ま
た
、
学
校
全

体

で
も
女

子
が
多

く
戸
惑

う

こ
と
ば

か
り

で
、
担
任

の
仕
事
も
含
め
て
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
す
。
生
徒

の
中

に
は
泉

尾

工
業
高

校

の
生

徒

の

こ
と
を
知

っ

て
い
る
者
も

い
て
、
初
め
の
こ
ろ
は
よ

く
、
「先
生
、
〇
〇

っ
て
知

っ
て
る
？
」

と
聞
か
れ
ま
し
た
。
住
吉
商
業
高
校

の

あ

る
住
之

江

区

か
ら
泉

尾

工
業

高

校

に
通
学

し

て

い
る
生

徒

も
大

勢

い
ま

し
た

の
で
、
色
々
と
交
流
が
あ
る
ん
だ

な
と
思

い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
任
中
は

大
阪
白
水
会
会
員
、
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
教
職
員

の
皆
様

に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

感
謝

私
は
泉
尾
工
業
高
校
に
赴
任
し
た
日
か

ら
、
泉
尾
工
業
高
校
を
去

る
最
後

の
日

ま
で
、
た
く
さ
ん

の
先
生
方
に
出
会

い

た
く
さ
ん
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

毎

日
が
充
実

し

て

い
て
、
「
生
徒

よ

り
楽
し
そ
う
や
な
」
と
生
徒
に
言
わ
れ

る
程
で
し
た
。

近
年

は
新

型

コ

ロ
ナ

ウ

ィ
ル

ス

の

影

響

に
よ
り
、
学

校

は
大

変

な
状

況

で

し

た
。

そ

ん

な

時

だ

か

ら

こ
そ
、

学

校

の
た

め
、
生

徒

の
た

め

に
何

か

し
な

け

れ
ば

！
と
思

っ
て

い
ま

し
た

が
、

そ

れ
ど

こ
ろ
か
、

周

り

の
優

し

い
先

生
方

に
甘

え

て
ば

か

り

で
何

も

出

来
ず
、
文

字

通

リ
ギ

ャ
ー
ギ

ャ
ー

言

い
な

が

ら

過

ご

し

て

い
ま

し

た
。

こ
ん

な

私

を

受

け

入

れ

て
下

さ

り
、

毎

日
毎

日
助

け

て
下

さ

っ
た
先
生
方

に
は
本
当

に
感
謝

し
て

い
ま
す
。

生

徒

の
皆

さ

ん

に
も

た
く

さ

ん
助

け
ら

れ

て
き

ま

し

た
。

こ
ん

な
私

を

慕

っ
て
く

れ

る
生

徒

が

い
て
、
話

を

し

に
来

て
く

れ

る
生

徒

が

い
て
、
本

当

に
幸
せ

で
し
た
。

お
世
話

に
な

っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、

き
ち

ん
と
ご

挨
拶

が

で
き
な

か

っ
た

先

生
方
、
申

し
訳

あ

り

ま

せ

ん

で
し

た
。

こ
の
場

を
借

り

て
お
礼

申

し
上

げ

ま

す
。

本

当

に
あ

り
が

と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

部
員
や
、
職
員
室
に
来

て
く
れ
て
い

た
生
徒

の
み
ん
な
、
異
動

に
な

っ
た

こ

と
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
な
く

て
ご
め

ん
な
さ

い
。
ど

こ
に
い
て
も
み
ん
な
の

事
を
思

っ
て
い
ま
す
。
泉
尾
工
業
高
校

の
生
徒
と

い
う

こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
、

学
校
生
活
を
思

い
っ
き
り
楽
し
ん
で
く

だ
さ

い
。

神野 玲
(地昼公民科)

福井  真歯
(家庭斜 )

||||1年 |:ょ ろしくお願いします

二̀こⅢ9～ 1方‐お疲れ様でした

名前 教科等 前任校

高 見  亘 機械科 東淀工業高校

泉 洋 一 朗 国語科 都島工業高校

渡 邊 邦 雄 地歴公民科 南高校

頼 元 和 世 電気科 西高校

久 保 潤 平 数学科 桜宮高校

小名木 仁季 家庭科 工芸高校 (デザイン研究所 )

田  孝 ― 電気科 東淀工業高校

秋 山  博 国語科 桜宮高校

紀 太 春 香 地歴公民科 大阪ビジネスフロンティア高校

上江州  光 セラミック科 新規

石 田 和 則 事務 新規

岸 本 和 也 数学科

西 浦 敏 彦 セラミック科

名前 教科等 赴任校

神 野  玲 地歴公民科 住吉商業高校
坂 口  亮 電気科 都島工業高校

岡 田 直 之 数学科 扇町総合高校

阿 部 兵 武 国語科 第二工芸高校 本校非常勤
福 丼 真 由 家庭科 住吉商業高校

上 村 隆 弘 機械科 東淀工業高校

橋 本 一 志 理科 東大阪市立小坂中学校

吉 川 尚 直 工業化学科 東京都府中市立府中第十中学校

塩 見 悠 史 電気科 二重県桑名工業高校

松 浪 佑 樹 英語科 都島工業高校

立 花 勢 司 機械科 都島工業高校

栗 田 優 馬 機械科 都島工業高校

原  昂 史 国語科 大阪市立新東淀中学校

福 丼 陽 介 セラミック科 堺市立堺高校

西 原 瑞 樹 事務職員 退職
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例
年
７
月
か
ら
求
人
受
付
が

は
じ
ま
り
、
就
職
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

大
阪
市
立
泉
尾
工
業
高
校
と
し

て
は
、
長
い
歴
史
の
伝
統
的
な
学

校
行
事
と
し
て
科
別
に
三
年
生
に

よ
る
卒
業
生
を
囲
む
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
行
事
で
は
自
分
た
ち
の
身

近
な
先
輩
た
ち
か
ら
、
就
職
内
定

が
決
ま
る
ま
で
の
具
体
的
な
就
職

活
動
の
説
明
や
就
職
先
の
仕
事
内

容
な
ど
、
貴
重
な
話
を
し
て
も
ら
っ

て
各
科
と
も
三
年
生
は
間
き
入
っ
て

い
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
学
科

泉
尾
工
業
高
等
学
校
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
エ
学
科
の
三
年
生
が

６
月
２９
日
（火
）
卒
業
生
を
囲
む

会
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
方
に
来
校
し
て
い

た
だ
き
、
『就
職
し
社
会
人
と
し

て
』、
『進
学
し
学
生
と
し
て
』

を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ

れ

の
経

験
、
高
校
と
の
違

い
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
今
後
の
進
路
目
標
に
役

立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い

た
会
社
、
学
校
、
関
係
者

の

方

々

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま
し
た
。電

気

科

６
月
３。
日
（水
）
５
、
６
時
間

目
に
令
和
３
年
度
卒
業
生
を
囲

む
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
務
経
験
を
積
ん
だ
電
気
科

Ｏ
Ｂ
５
名
が
３
年
生
に
対
し

て
、
会
社
概
要
や
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
を
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

班
編
成
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
た

め
、
普
段
聞
け
な
い
よ
う
な
質

問
に
も
快
く
お
答
え
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
７
月
よ
り
求
人

票
の
受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。

３
年
生
の
就
職
活
動
が
ス
タ
ー

ト
と
な
り
良
い
参
考
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
卒
業
生
、
講
師

派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
関

係
者
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

機

械

科

本
校
で
、
〈「
和
３
年
６
月
２
日

（水
）
に
令
和
３
年
度
機
械
科
卒

業
生
を
囲
む
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
卒
業
後
、
活
躍
し
て
い
る

Ｏ
Ｂ
４
名
が
機
械
科
３
年
生
に

対
し
て
、
会
社
概
要
や
社
会
人

と
し
て
の
心
構
え
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
７
月
よ

り
求
人
票
の
受
付
開
始
と
な
り
、

就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
３

年
生

に
は
進

路
決
定

の
良

い
参
考
に
な
っ

た
と
思

い
ま

す
。卒
業
生

の

み
な
さ
ん
、
お

忙

し

い
中

あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

| や
｀
二iliⅢ
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就職者数 72名 =100

緑故自営3名 4%
公務員1名 2%

令
和
２
年
度
の
進
路
状
況

は
、
就
職
７３
％
、
進
学
１９
％
、

そ
の
他
８
％
と
な
っ
て
ま
す
。

就
職
に
つ
き
ま
し
て
は
、

求
人
件
数
１
３
２
８
件
、

求
人
人
数
１
６
０
９
人
、

求
人
倍
率
２３

・
３
倍
と

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
も
あ
り
、

前
年
に
比
べ
て
、
求
人

件
数
は
２。
ポ
ィ
ン
ト
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
３
年

生
も
根
気
強
く
頑
張
り

を
見
せ
て
く
れ
、
学
校

紹
介
に
よ
る
就
職
内
定

率
は
１
０
０
％
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
進
路
決
定

に
至
る
ま
で
、
担
任

の

先
生
を
中
心
に
、
校
長

先
生
を
は
じ
め
と
し
た

各

科

の
先

生

方

の
熱

意
、
ま
た
、
生
徒

の
応

募
前
職
場
見
学
に
付
き

添

っ
て
い
た
だ
い
た
先

生
方
の
熱
心
な
指
導
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
成

果
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と

に
際
し
、
進
路
指
導
課

一
同
、
深
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
も
ま
だ
ま
だ

予
測
困
難
な
状
況
下
に

あ
り
ま
す
が
、　
二
暑
一

憂
す
る
こ
と
な
く
、
全

職
員

一
同
、
連
携

・
協

力
し
な
が
ら
、
生
徒

の

進
路
実
現

に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

白

水

会

の
皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は
、

今

後

と

も

一
層

の
ご

理

解

と

ご

支

援

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申
し
あ
げ

ま
す
。

ま
た
、
求
人

の
予
定

が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、

ど

う

ぞ

本

校

の
生

徒

を

お

考

え

に

入

れ

て

い
た
だ

け
ま
す

よ
う
、

重

ね

て

お

願

い
申

し

あ
げ

ま
す
。

進学者数 18名 〓100

職業訓練校0名 0%

令和 2年
卒業生 95名 =100

その他5名 8%
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卒

業

生

の

み

な

さ

ん
、

お

元

気

で

し

ょ
う

か
。

今

年

も

四

月

よ

り
、

フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン
エ
学

科

が

ス
タ

ー

ト

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度

の
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
ら
ず

に
、
淡
路
谷
朋
子
先
生

（健
康
教
育
課
・

課
長
）
、
池
田
孝
子
先
生

（進
路
指
導

課
）
、
城
平
奈
南
先
生

（教
務
課
）
、
関

野
さ
や
か
先
生

（
一
年
生
担
任
）
、
高

田
直
紀
先
生

（
三
年
生
担
任
）
、
辻
江

洋
先
生

（生
活
指
導
課

・
二
年
生
副
担

任
）
・
寺
崎
彰
展
先
生

（
図
書
視
聴
覚

課
）
、
星
野
淳

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
学

科
長

。
一
年
生
副
担
任
）

で
今
年
度

の
指
導

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

二

年
生

の
担
任
を
家
庭
科

の
仲
美
愛
先

生
に
引
き
続
き
担
当
を
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
分
散
登
校
、
夏
休
み
等
を

削
り
な
が
ら
の
授
業
、
大
変
な

一
年
間

で
し
た
が
、
な
ん
と
か
授
業

・
実
習
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

様
々
な
行
事
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

一
度
は
延
期
と
な

っ
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、
生
徒
た
ち
の
思

い
出
が
増
え
た
の
が
幸
い
で
し
た
。

今
年
度
も
、
ま
だ
不
安
な
日
々
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
月
か
ら
通
常
通

り
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
授
業
、

昨
年
度
は
、
違
和
感
の
あ

っ
た
マ
ス
ク

が
日
常
の

一
部
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め

一
、
一
一年
生
に
関
し
て
は
素
顔

に
違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
う

の
が
現

状
で
す
。
さ
て
今
年
度
よ
リ
マ
イ
ナ
ー

チ

エ
ン
ジ
し
た
制
服
に
身
を
ま
と

い

新
入
生

の
た
ち
は
、
桜

の
下

で
入
学

式
を
迎
え
る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

ま
た

マ
イ
ナ
ー
チ

ェ
ン
ジ
し
た
制
服

の
ネ
ク
タ
イ
が
好
評

で
、
上
級
生
た

ち
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
に
つ
い
て
体
育
祭
は
現
在

延
期
中
、
文
化
祭
も
ど
の
よ
う
な
形
で

行
え
る
か
、
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。
三
年
生
に
と

っ
て
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な

ど
、
各
行
事
で
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

行
な

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

非
日
常
が
日
常
に
な
り

つ
つ
あ
る
毎

日
、
生
徒
と

っ
て
大
変
な
時
期
は
こ
れ

か
ら
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
い
学

校
生
活
に
な
る
よ
う
、　
一
緒
に
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

繊
維

工
業
科
と
色
染

工
業
科
が
合

科
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
学
科
と
な
り

２８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
の
活
動

様
子
を
泉
尾
工
業
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ぞ

い
て
い
た
だ
き
、
ま

た
お
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
エ
学
科
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
卒
業

生
の
皆
様
に
は
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

各
職
場
で
い
ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

身
体
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
自
分

で
考
え
て
自
衛
す
る
こ
と
が
い
か
に
大

変
か
、
フ」
の
と
こ
ろ
痛
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
６
月
１
日
か
ら
授
業
を

部
分
再
開
、
復
旧
は
６
月
１５
日
、
夏
休

み
も
土
日
を
含
ん
で
十
日
に
抑
え
必
要

な
授
業
日
数
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
も
自
販
機
も
毎
日
消
毒
。
吹

き
ガ
ラ
ス
実
習
も
、
竿
を
通
じ
て
濃
厚

接
触
し
な
い
よ
う
に
、
一人
一本
、
共
用

禁
止
で
消
毒
徹
底
。
校
内
ク
ラ
ス
タ
ー

は
回
避
し
て
い
ま
す
。

昨
年
中
止
に
な
っ
た
体
育
祭
。
今
年
は
、

秋
開
催
を
目
標
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
て
も
、
実
習
や
行
事

を
通
じ
て
、
自
分
で
工
夫
す
る
力
を
つ

け
さ
せ
る
教
育
方
針
に
揺
ら
ぎ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一流
企
業
の
求
人
の
多
さ
は
ま

だ
ま
だ
健
在
。
知
人
に
中
学
生
の
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ
し
や
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
「就

職
の
泉
尾
工
業
」
と
、ロ
コ
ミ
よ
ろ
し
く
！

さ
て
、
福
井
陽
介
が
）ｃ
の
た
び
退
職
し
、

上
江
洲
光
が
就
き
ま
し
た
。
上
江
洲
は

大
学
を
卒
業
し
て
初
め
て
の
就
職
。
冬

山
に
も
登
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
す
。

他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
阿
津
坂
理
沙

（一年

担
任
・英
三
じ
、藤
岡
義
雄

（
一年
副
担
任
）、

岸
俊
雄

（二
年
担
任
）、
小
東
直
子

（二

年
副
担
任

。
国
語
）、
池
中
浩
之

（
三

年
担
任
）、
二
宮
縁

（三
年
副
担
任

・
理

科
）、
黒
丼
博
司

（
生
活
指
導
課
）、
國

井
正
信

（
教
科
担
当

・
工
業
化
学
科
）、

河
村
和
久

（科
長
）
で
す
。

学
校
の
様
子
は
今
年
こ
そ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
時
々
更
新
し
ま
す
の
で
、
と
き
ど

き
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。

卒
業

生
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
は
新
た
に
７
名
が
自
水
会
へ
の

お
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
に
な
り
ま
し
て
吉
川

尚
直
先
生
が
退
職
さ
れ
、
昨
年
か
ら
１

名
減
の
６
人
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
科
長
は
昨
年
に
引
き
続
き

に
山
本
修
一、１
年
担
任
は
稲
田
昌
美
先

生
、
副
担
任
に
国
語
科
の
浅
野
兼
史
先

生
、
２
年
担
任
は
昨
年
に
引
き
続
き
松

田
真
和
先
生
、
副
担
任
に
英
語
科
の
芦

田
利
広
先
生
、
３
年
担
任
も
昨
年
に
引

き
続
き
則
藤
卓
弘
先
生
、
副
担
任
に
生

徒
指
導
課
出
向
の
國
井
正
信
先
生
、
科

内
の
生
活
指
導
と
し
て
坂
本
靖
夫
先

生
、
科
内
の
教
務
と
し
て
前
川
勇
人
先

生
の
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

工
業
化
学
科
で
は
、
実
習
で
取
り
組

む
べ
き
内
容
と
し
て
分
析
、
合
成
の
技

術
を
中
心
に
環
境

・
バ
イ
オ
技
術
、
物

理
化
学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
情
報

技
術
な
ど
の
知
識
と
技
能
を
修
得
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
体
育
祭
や
修
学
旅
行
等
ほ
と
ん
ど
の

行
事
が
中
止
と
な
り
、
工
場
見
学
や
卒

業
生
を
囲
む
会
な
ど
進
路
行
事
も
で
き

ず
、
求
人
数
も
少
し
減
少
し
た
中
、
３

年
生
全
員
が
就
職
先
や
進
学
先
が
決
ま

り
無
事
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
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し
た
。
今
年
も
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
工
業

化
学

科

教
職

員
が

一丸

と
な
り
在

校

生
の
支

援
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

最
後

と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
の

皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
写
真
は
産
業
教
育

フ
ェ
ア
の
た
め
に

生
徒
が
作
成
し
た

『
と
ん
ぼ
玉
』
で
す
。

（
昨
年
の
産
業
教
育
フ
ェ
ア
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
と

蝙
．玲

理

卒
業
生

の
皆
様

こ
ん
に
ち
は
、
如
何

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大

し

て

い
る
状
況
を
受
け
、

行

事
中
止

や
延
期

等

が

あ

り
ま

し

た

が
、
球
技
大
会
や
文
化
祭

で
は
、
機
械

科

の
頑
張
る
力
が
発
揮
さ
れ
、
大

い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
資
格
取
得
で
は
、

新
た
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
特
別
教
育
と

技
能
検
定

の
機
械
検
査

３
級

の
講
習
を

開
催
し
、
多
く

の
生
徒
が
受
講
し
取
得

し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
説
明
会
や
大
阪
市
立
中

央
図
書
館
な
ど

に
、
機
械
科

の
生
徒
作

品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
「も
の
づ

く
り
」

の
楽
し
さ
を
多
く

の
方
々
に
お

伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
卒
者

の
機
械
科

２８
名
全
員
は
進
路
先

（
２５
名

就
職
、

３
名
進
学
）
が
決
定

し
、

４
月

か
ら
人
い
に
活
躍
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
事
異
動
等
に
よ
り
機
械
科
も
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
母
校
発
展

の
為

に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
中
し
あ
げ
ま
す
。

最
後

に
な
り
ま
す
が
、
自
水
会

の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
方

の
〈
′
後
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
中
し
あ
げ
ま
す
。

颯

健

機

平
素
よ
り
本
校
電
気
科

の
教
育

に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
。

電
気

科

で
は
、

卒

業

ま

で
に

で
き

る
だ

け
多

く

の
資
格

を

取
得

す

る

こ

と
を

目
標

に
、
生

徒

へ
の
声

掛

け
を

行

い
、
講

習

や
実

習
を

お

こ
な

っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、

１
年
生
は
、

２
年
生

で
受
験

す
る
第

＾
．種
電
気

工
事
士

に
必
要
な
知

識
を
身
に
付
け
る
為
に
工
具
や
材
料
を

覚
え
、
毎
週
繰
り
返
し
小
テ
ス
ト
を
お

こ
な

い
、
知
識
が
定
着
す
る
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
２
年
生
は
５
月
末

に

控
え
た
第

二
種
電
気

工
事
Ｌ
筆
記
試
験

に
向
け
て
繰
り
返
し
問
題
を
解
き
、
合

格
を
目
指
し
て
猛
勉
強
を
お

こ
な

っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
生

の
課
題
研

究

「資
格
取
得
班
」
は
、
放
課
後
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
早
朝
も
補
習
に
取
り

組
み
、
国
に
国
に
力
を
付
け
、
第

一
種

電
気

工
事
十
試
験

の
合
格
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

一
〇θ

．一勒
も d,
も

●  `'
Q 警

フォークリフ ト講習

機械検査 3級の講習
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●
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軟
式
野
球
部

軟
式
野
球
部
監
督
　
松
下
な
史

軟
式
野
球
部
は
３
年
生

１０
人
、
２
年
生

２
人
、

１
年
生

３
人
で
現
在
活
動
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
秋
の
ｌｉ
業
大
会
で
優
Ω

勝
し
、
今
年
の
春
の
工
業
大
会
で
も
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
春
の
大

会
は
ベ
ス
ト
ー６
で
河
南
高
校
に
１
１
０

で
敗
れ
ま
し
た
。
部
活
動
に
制
限
が
あ

る
中
で
練
習
を
や

っ
て
い
ま
す
。

夏
の
大
会
で
大
阪
で
優
勝
、
全
国
大
会

出
場
を
め
ざ
し
ま
す
。

男
子
パ

レ
ー
ボ
ー

ル
部

顧
問
　
水
谷

種
男

で
泉
尾
工
業
高
校
単
独

で
は
公
式
戦

に

出
場
出
来
な

い
の
で
、
今
年
は
単
独

で

公
式
戦
に
出
場
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
ぜ

ひ
と
も
人
部

の
ほ
う
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。
女

子

バ

ス
ケ

ツ
ト

ボ

ー

ル
部

は
楽

し

む

と

こ
ろ
は
楽

し

む
、
し

っ
か
り
す
る
と

こ
ろ
は
し

っ
か

り
す
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
意
識
し
、
「気

配
り

。
思

い
や
り

。
感
謝
」
を
大
切
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な

い
な

が
ら

一
生
懸
命
に
頑
張

っ
て
い
ま
す

の

い
ま
す
。

初
心
者
が
多
く
、
パ

ス
、

シ

ュ
ー
ト

ト
ラ

ッ
プ
な
ど

の
基
礎
的
な
練
習
を
し

て
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の
試
合

で

活
か
せ
れ
る
よ
う
に
、

日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
、
部
員
が

Ｈ
人
を
超
え
、
昨
年

９
月

に
約

４
年

ぶ

り

の
練

習
試

合

を
行

い

ま

し

た
。

Ｈ
、

１２
月

に
も
練

習
試
合

を
行

い
、
今
年

１
月

か

ら
、

高

円
宮

杯

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｕ
１

１８
サ

ツ
カ

‐

リ

ー
グ

２
０
２
１
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

日
標

は
、
大
阪
市
立
大
会

ベ

ス
ト

４
、

イ

ン
タ
ー

ハ
イ
予
選

。
選
手
権
予
選

３

回
戦
進
出

で
す
―

こ
れ

か
ら

さ
ら

に
発

展

し

て

い
く

サ

ッ
カ
ー
部

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

練
習
日

一
週
５
Ｈ

８
月
末
～
　
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ

ツ
プ
予
選

９
月
末
～
　
市
立
大
会

１。
月
末
～
　
市
立
新
人
大
会

１
月
中
頃
～
　
新
人
大
会
大
阪
予
選

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
変
更
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ダ

ン

ス
部
顧
間
　
高
口

直
紀

ヽ  
―

4‐■
‐プ

女
子
“ハ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
部

顧
問
　
後
蒸
　
翔

コ
ロ
ナ
で
色
々
な
活
動
に
制
限
が
あ
る

中
、
昨
年
度
は
部
員
も
増
え
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
予
選
、
市
立
大
会
、
市
立

新
人
大
会
、
新
人
戦
と
出
場
し
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
５
人
集
ま

っ
て
い
な
い
の

で
応
援

の
方
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

練
習
日

¨
週
５
日

８
月
末
～
　
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ

ツ
プ
予
選

９
月
末
～
　
市
立
大
会

１。
月
末
～
　
市
立
新
人
大
会

１
月
中
頃
～
　
新
人
大
会
大
阪
予
選

※

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係

で
変
更
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

サ

ッ
カ

ー

部

顧
問

小
精

真
広

本
年
度
サ

ッ
カ
ー
部
は
、

３
年
生

８

名
、

２
年
生

６
名
、

１
年
生

８
名

（う

ち

マ
ネ
ー
ジ

ャ
１
４
名
）

の
計

２２
名

の

部
員
が
お
り
、
週
５
日
程
度
活
動
し
て

高「
lJttllNJ F A U-18サ

ッカーリーグ
2021 前期結果

対戦校 結 果

大阪府教育センター付属 1- 7

登美丘 0- 5

久米田 0-14

精半 0- 3

大阪体育大学浪商C 0- R

高 石 0- 2

堺工科 0- 5
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蝙

藤

」卜

」

ヨ
♂

脚

螂
國

四

園

ロ

ロロ

陸

上
競

技

部

顧
問
　
溝
腰

好
高

陶
芸
部

顧

間

は
池

中

（
セ
ラ
）
、
西

岡

（
理

科

）
、

小

東

（
国

語

）
、

関

野

（
フ

ァ
）

の

４
名

で

す
。

昨

年

度

は

コ

ロ
ナ

禍

の
為

、

活

動

が

制

限

さ

れ
、

恒

例

の
合

宿

や

ろ

く

ろ

検

定

試

験

も

実

施

で

き

ま

せ

ん

で

し

た
。

文

化

祭

も

規

模

縮

小

と

な

り

作

製

し

て

い
た

バ

ザ

ー

品

は

学

校

ＰＲ

を

兼

ね

て
大

阪

教

育

弘

済

会

へ
提

供

さ

せ

て

い
た

だ

き

ま

し

た
。

今

年

度

も

既

に

４

月

～

５

月

は

活

動

を

制

限

さ

れ

て

い
ま

す

。

こ

の

よ

う

な

状

況

で
す

が

、

３
年

生

は

検

定

に

向

け

練

習

を

積

ん

で

い
ま

す
。

文

化

祭

・
芸

術

祭

や

バ

ザ

ー

に

も

力

作

を

出

展

で

き

る

よ

う

に
励

ん

で

い
き

ま

す
。

秋

に

は

コ

ロ
ナ

禍

も

収

束

し
、

卒

業

生

の
皆

様

に

も

ま

た

お

会

い

で

き

る

こ

と

を

楽

し

み

に
し

て
お
り
ま

す

。

美

術
部

美

術

部

で

は

大

型

パ

ネ

ル

を

使

っ
た

制

作

を

中

心

に
、

授

業

で

は

行

わ

な

い
様

々

な

技

法

で
制

作

を

し

て

い
ま

す
。

１
年

に

数

点

し

か

描

く

こ
と

が

で

き

な

い

ほ
ど

の
人

作

に
時

間

を

か

け

て
向

き

合

い
、

自

由

に

か

つ
丁

寧

に
描

き

ま

す
。

生

徒

自

身

の
表

現

し

た

い
想

い
が

込

め

ら

れ
、

た

だ

細

密

に

描

か

れ

て

い
る

だ

け

で

な

く
、

圧

倒

的

な

存

在

感

を

醸

し
出

す

そ

の
作

品

は

圧
巻

の

一
言

で
す
。

本
年

の
文

化
祭

に
向

け
て
は
、
「
四
季

（作
者

一
ア
ル
フ
ォ

・一一・一一一・一一
一一・一・一一一・一・・・．一一・・一一一一．．・．一一一．一一一一・・一一一
一
態

ン

ス

・
マ
リ

ア

・
ミ

ュ
シ

ャ
ど

の

模

写

を

制

作

中

で

す
。

あ

り

の

ま

ま

を

描

く

こ
と

を

基

本

に
、

そ

れ

以

上

の
存

在

を

描

こ
う

と

真

摯

な

思

い
を

込

め

た

作

品

で

す

。

出

展

し

た

際

に

は
、

ぜ

ひ

ご

覧

く

だ

さ

い
。そ

し

て
絵

を

描

く

の
が

好

き

な

人
、

美

術

の
事

を

も

っ
と

知

り

た

い
人
、

美

術

の
先

生

と

お

話

し

し

た

い
人
、

少

し

で

も

興

味

が

あ

る

人

は

ぜ

ひ

美

術

室

に

も

遊

び

に

来

て
く
だ
さ

い
。

テ

キ

ス

タ

イ

ル
部

顧
間
　
星
野
　
淳

全

国

で
も
数
少

な

い
部
活
動
、

テ

キ

ス
タ

イ

ル
部

で
す
。

今

年

度

の
メ

ン
バ

ー

は

三
年

生

３
名
、

二
年

生

３
名
、　
一
年

生

２

名

の
３
学
年

合
計

８
名

で
活

動

し

て

い
ま
す
。

今
年

度

は
、

５
月

に

で
た
緊
急

事

態
宣

言

の
影
響

で
ク

ラ
ブ

活

動

は

し

た

。

ス
ト

ツ
プ

し

て

い
ま
す
。

そ

の

た

め

今

年

度

は

４

月

に

数

回

し

か

活

動

で

き
ず

、
も
ど

か
し

い
日
々

で
す
。

そ

ん

な
数

回

で
す
が
、

マ
ー

ベ

リ

ン
グ

を

紙

に

表

現

す

る

事

は

で

き

ま

様

々
な
模

様

が

紙

に
出

て

く

る
姿

に
み
ん
な

で
興
奮

し
な
が

ら
行

い
ま

し
た
。
官

言
が
解

除

さ

れ

れ
ば

、
布

な
ど

い
ろ
ん
な
素
材

に

マ
ー

ベ

リ

ン
グ

を
行

な

っ
て

い

き
た

い
で
す
。
　

今

年

度

の
活
動

目
標

は

マ
ー

ベ
リ

ン
グ

、

板
締

染

な
ど
様

々
な
染

色

を

し

て

い
く

こ

と

で
す
。
様

々
な
方

法

の
染

色

作

品
を
文

化
祭

で
発

表

し

よ
う

と
思

い
ま
す
。
活
動

が

再
開
さ
れ
れ
ば

、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ニ
掲

載

し

て

い
き

ま
す
。

笙



2021(令和 3年)9月 (14)

おめでとう
ずギ
ー ヽ

卒業生のよりどころになるような自水会を目指し、
皆様方のご健勝お祈り致しま幌

大阪台水会 理事―同

紙箱設計、絵画作品箱、組立工作キット企画設計、体験教室

紙細工ひこかみ
since1 999

E59sakaguchi(社 )」 PDA会員
CRiP Sakaguchiand WORKSt驚 [Y皇酔L早∫増

=:勇
1,J

大阪市立泉尾工業高等学校

創立 100周年 おめでとうございます。
羽ばたけ未来に

E41,42,43,44,45年卒業生一同
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泉工創立 100周年、大変うれしくお祝い申し上げます。

母校泉工は、この百年の間に膨大な卒業生を世に送り出しました。その卒業者の多くは、

当時の企業 (会社)に入社して業務を通じて社会に貢献してきた。私達「ニッペ泉工 OB会」
は、日本ペイント(ニッペ)という塗料会社に就職し勤めを果たし定年となり、今は OB、 OG
となった者の親睦会です。ニッペは今年創業 140年を迎えた古い伝統を誇る企業です。泉

工卒業者も早くから入社されており、昭和二年色染卒の島崎平八郎先輩を筆頭に昭和十

二年近藤純平 (応化)、 昭和二十年宮崎照夫 (色染)、 長沢正義 (応化)、 昭和二十

一年山本勝美 (応化)、 新制の工高になって、昭和二十五年小林茂雄 (工化)先輩が
入られた。そして高度経済成長力れまじまった昭和三十年 (1955年)以降の十八年間、一

人は必ず入社するようになった。今はこれらの者全てが OB、 OGになっている。小林先輩
以前の先輩はすでに物故、以後の方では木村富蔵 (34年工化)、 河野博 (36年工化)

そして中川律 (39年工化)の三名が不帰の人となった。

泉工創立 100年、ニッペ創業140年 を祝し、泉工・ニッペの縁でつながっ

てお世話になった方々を偲び、感謝の気持ちを表したく存じます。

「ニッペ・泉工 OB親睦会」有志

「ニッペ 0泉工 OB親睦会」の一風景



2021(令和 3年)9月 (16)

母校創立 100周年、お祝い申し上げます。

青春のひと時を先生方、友人達と多くを語り合いながら学べたことを感謝してい

ます。今後とも若人の育成と高校の発展を期待しています。

全員いい顔ですねぇ 60歳ともなれば社会人及び家族の大黒柱終期の年齢
人生やり切つた面構え、ここからが生まれ変わりの再出発

自信に満ち未来に向け挑戦できる姿勢での一枚の写真です。

現在 80歳という年齢になりましたが、戻る事の出来ない過去に感謝の気持ち込め、
泉尾工業高等学校 100周年賛助広告に親友達との思い出の写真を投稿 しました。

泉尾工業高等学校 化学機械科 (M35卒同窓会 )
平成 14年 (2002)5月 11日 有馬温泉 兆楽で撮影 60歳
還暦の祝 「還暦」とは「干支」が一巡する周期

☆後列 (左より)樋 野清司・山田昌夫・金高 武・安芸止男・三府義和・矢田 寛
☆真中 手嶋秀明
☆前列 (左より)大 塚康夫・藤野英雄・東川定― (参加者 10名 )
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‐訃「fI万彙
1結麟塊■|■■‐

準11■

餞

援査議).‐ゃ文化祭等伝統ある行事に楽しく

擬熟もを1通して良き友人達に出逢うことがで

ケ麒 ナム●ように勉強してきました。

41徴載があれビ人生を決定づけ、成就したはず

澪■メ箭に出る勇気t決断と勇気こそが

ま10頭あまり使ってなかったと痛感していま

卸 ?亭零‐省考ネrいる日々 です。

動彗毅●いち|'まいです、同期生にはお

枷 |は本当に素直な気
〔1味鮨ち|しい事と思う。これ

毎

と,り出会いでは「合縁奇縁」

冊

錨
=|●
嬉tk^に感謝又帽

謬澤神

"年

時代、1自然のまま、

ll「F「11え
「:と「臀



2021(令和 3年)9月 (18)

母校創立百周年、そして大阪白水会百周年、

喜ばしくお祝い申し上げます。

私達「泉工 。工化 。S30年卒 。同窓」は、もう、戦後ではない、と言われた昭和三十
年 (1955年)に母校を巣立って 66年になります。その間、すべての恩師、多くの同窓仲
間を失いました。この機会を頂き、在学時の恩師や仲間を偲ぶ、終活遊び広告を記念に出

させて頂きます。それは、三年間懸命に教育頂いた尊敬する恩師の名前を羅列して当時を

思い、85歳になった今も感謝の気持ちで表したく思います。

村上正巳校長、島津隆三 (国 )、 毛利直蔵 (数 )、 中野哲夫 (社 )、 出原仁 (英)、

工化の先生達は、錆田豊実 (科長)、 佐々木満壽、沢居種造、古賀剛、岡本泰―、

岡英彦、斎藤督五郎、一瀬吉郎、平野清、水谷仁三、生徒指導は怖かったが今

は懐かしい藪本義男先生、保健室は当時唯―の女性園つるえ女史、他。

入学一年生時の生徒会長は、後に母校の校長になられた濱中富三先輩で、多くの後輩

を育成された泉工の恩人である。二年生時には、あの素晴らしい「校歌」力汁J定された。

そして、三年生卒業時1針寸上校長から『君達がこれからの日本を「文化国家」に築け』と

の訓示を受けて社会に出た。

昭和三十年工業化学科卒業、同窓有志

A tt S30年卒者の還暦時 ('97.11.16)同窓会
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塁

空気圧・油圧機器の総合メーカー

Since 1940

「
ゴ
ー
ー
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

甲粛電  式会プ
本社・本社工場 〒663-8133 西宮市上田東町4-97

∪RL=https://wwwikonan― em.co m



2021伶和 3年)9月 (20)

大阪市立泉尾工業高等学校

創立100周年

おめでとうこざいます::

有限会社

lS09001

1S01400 一一回轟
盪
翻

得

得

取
　
取

証

証

認

認

すニワ建装工業

取締役会長 山本 政不□ (A42184)

日本  店

日本社工場

T763-0085

T769-0210

香川県丸亀市飯野町東分2752番地44
TEL(0877)24-0257 FAX(0877)24-0310

香川県綾歌郡宇多津町2628番地 886
丁EL(0877)85-6728 FAX(0877)85-6729



(21)lκイタ

儀 特定行政書士 山 野 彰
帥引 囀

身近な街の法律家として奮闘中 !

【事務所概要】
・所在地

〒589-0004大阪狭山市東池尻 5丁目 1480-21

・電  話 :072-289-6189, 携  帯 090-5673-6725

・メール :yamano0308@gmailcom

・業務内容はホームページをご覧ください。

https:/ハ
～
ヽ
～
Vヽ yamanoofFice com/

・一人暮らし認知症高齢者を支援する一般社団法人つなぐ

未来の理事として、地域での講演も多数。

ご連絡ください。

一人ひとりを包摂する社会の構築

私 は 三 府 義 相 で す 。 今 年 80歳 に な ります 。
泉工M科に入学した時、創立 35周年の行事があった。体育には剣道があり、小
手のグローブの指の当たる所のぬるぬる、面の汗くささにはびっくりでした。運動

会の看板の「狸」の赤茶色の (金玉)の大きさにびっくりでした。
3年になり小林先生に三府、橋本、福島の3人立山剣岳に連れてもらいました。
当時のカニの横バイは「はり金」でしたが若かったのでぜんぜんこわくなかったで

す。これがきっかけで今でも登山大すきです。80歳になり考えるに、私は流れる
ままに生きてきました。頭はあまり使っていません。アホでした。両親からもらっ

た身体。泉工卒業感謝しています。日本に生まれて本当によかった。

M35 三府 義和

ん
鷲ひ/1爾
株式会社SPAZ10
代表取締役 新宅 博生

〒540-0008大 阪市中央区大手前
OMMビル 7FW l室

TEL:06-4792-8366 FAX:06-4792-8367
Mail:spazio osaka@gmail com
ホームページ→http:〃 Spazio osaka jp

①
師
①

【バスケットボールで

スポーツ総合企画会社

大会企画

クリニック開催

講演会

遠征手配 等

まずは、一度お問い合わせください!!
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0大 阪白水会創立 100周年
卓球部 OB・ OG会の皆様、大変ご無沙汰 しております。
皆様お元気でお過ごしでしょうか。

さてコロナ禍の影響で 2度に亘 り延期 しておりました

『第4回卓球部 OB・ OG会』の開催 についてお知らせ致します。
コロナ禍の収東がなかなか見えず自粛ムードが長期に亘って漂ってい

ましたが、ようやくワクチン接種が全国的に展開され光明の兆しが見え

始め出しました。

幹事会としてもコロナ禍の収束が明確になり平常な生活が戻 り次第に、
『第 4回卓球部 OBoOG会』開催に向けての打合せを実施する予定となっ
ております。

コロナ禍の収束が大前提ではありますが、恐らく来春には開催が可能
ではないかと思っております。開催日程など詳細計画が煮詰まり次第に

皆様方へご案内する予定ですので、今しばらく吉報をお待ちいただけま

すようお願いいたします。

卓球部 OBo OG会 幹事一同

作品販売致 します。

日本の伝統美を現代感覚で

豊かな倉」造性を楽しみましょう

手織り・革木染・藍染

アトリエ北国
北國 禾□子
史朗

〒569-0806高槻市明田町 1-22
8072(685)0052

有限会社早 矢 l■ E口 刷 F~f
〒536-0007大 阪 市 城 東 区 成 育 4-21-21
丁EL(06)6932-5938署旨  FAX(06)6932-8838署昏
E…lnail:hayashi8@pearl。 OCnone.jp
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「
社
会
人
に
な

っ
て
」

日
立
金
属
株
式
会
社
　
山
崎
製
造
部

Ｅ
全
九

警
島
　
来
夢

私
は
社
会
人
を
経
験
し
、
二

年
目
に
な
り
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
う
え
で

一
番
大

切
な
事
は
、
人
間
関
係
だ
と
思

い
ま
す
。
職
種
に
も
よ
り
ま
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

と
れ
な
い
人
は
ダ
メ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
当
然
仕
事
を
教
わ

る
時
、
指
示
を
受
け
る
時
な
ど
、

受
け
答
え
が
と
て
も
大
切
だ
か

ら
で
す
。

私
は
高
校
生
活
で
資
格
も
取

得
し
ま
し
た
が
、
部
活
動
や
体

育
祭
を
通
し
て
、
礼
儀
や

チ

ー

ム

ワ

ー

ク
の
大
切
さ
、

頑
張
る
事
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
特
に
体
育
祭
の

応
援
団
に
は

一
年
生
の
頃
か
ら

参
加
し
、
三
年
最
後
の
体
育
祭

で
は
感
動
賞
を
勝
ち
取
り
、
競

技
で
も
全
学
年
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
団
長

と
し
て
の
職
責
を
通
し
て
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
苦
労
を
経
験

し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
悩
み
副

団
長
や
他
の
団
員
と
沢
山
話
を

し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
そ

の
苦
労
が
報
わ
れ
る
形
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
や
過
程

が
今
の
自
分
に
繋
が

っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
ま
だ
ま
だ
成
長
段

階
で
す
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
、

努
力
し
向
上
心
を
持
ち
、
内
容

の
濃

い
学
校
生
活
を

「
本
気
」

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
私
と
懐

か
し
の
泉

工
」

Ｅ
平
９
大
庭
　
美
加
（旧
姓

阿
部
島
）

引
越
し
を
繰
り
返
す
う
ち
に

会
報
等
が
届
か
な
く
な

っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
会
報
と
か

も
う

い
い
か
な
―
と
も
思
っ
て
た
ん

で
す
が
、
色
々
整
理
し
て
る

時

に
当
時

の
サ
イ

ン
帳

（
懐

か
し
い
で
す
よ
ね
）
が
出
て

き
ま
し
た
。

そ
う

い
え
ば
先
生
方

っ
て
ど

う
さ
れ
て
る
だ
ろ
う
…
も
し

か
し
た
ら
白
水
会

の
会
報

で

近
況
知
れ
た
り
す
る
ん
じ
ゃ

な

い
か
？
と
思

い
事
務
局
に

連
絡
し
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
直
近
会
報
を
送

っ

て
頂
き
、
会
報
に
気
に
な
っ
て

い
た
、
森
先
生
、
大
久
保
先
生

こ
の
御
二
方
の
近
況
が
綴
ら
れ

て
い
て
驚
き
と
嬉
し
さ
と
で
家

族
の
前
で
号
泣
し
て
し
ま
い
ま

し
た
…
苦
笑

当
時
、
先
生
方
に
良
く
し

て
頂
き
、
サ
イ
ン
帳
を
書
い
て

下
さ

っ
た
先
生
が
上
記

２
名

含
め
１３
人
居
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
数
年
の
間
は
半

年
？
、
１
年
に
１
度
千
葉
か
ら

大
阪
に
遊
び
に
行
く
際
に
学
校

に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
い
て
た
の

で
す
が
、
年
々
、
見
知

っ
た
先

生
が
退
任
や
転
任
で
居
な
く
な

る
中
、
自
分
の
結
婚
や
出
産
を

機
に
神
奈
川
に
引

っ
越
し
た
り

と
、
バ
タ
バ
タ
す
る
内
に
自
然

と
足
も
遠
の
い
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

過
去
を
振
り
返
れ
ば
あ
の
当
時
の

事
は
既
に
２５
年
も
前
の
話
で
す
。

で
す
が
あ
の
当
時
の
事
は
今
で

も
色
々
鮮
明
に
思
い
出
せ
て
先

生
方
と
職
員
室
で
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
談
笑
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
な
ん
か
も
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
出
深

い
場
所
が

あ
と
数
年
後
に
は
統
合
と
い
う

形
で
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
知

っ
て
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

で
す
。
統
合
の
前
に

知

っ
て
る
先

生
方
が
誰
も
居
な
く
て
も
構
わ

な
い
の
で
１
度
学
校
に
行
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
ご
連
絡
入
れ
さ
せ

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
報
を
送
付
し
て
下
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乱
長
文
に
て
失
礼
致
し
ま
す
。

祓
顆
纂
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お
～
～

元
気
に
し
て
社
古
―
て

，
ラ
ス
舎

青
春
ず
レ
ィ
バ
ッ
ク

賓
顔
賓
顔
の口π
今

反
式
テ
ニ
ス
部
同
窓
会

Ｈ
／
８
０
昨
夜
の
雨
も
か
ら
り
と
上

が
り
、
晴
天
の
中

（晴
女
で
す
（
）
硬

式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
２。
名

＋
上
本
先
生

・
西
本

先
生

２２
名

の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

恒
例
化
し
て
る
大
先
輩
方
の
初
級
者

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
で
子
供
達
も
楽
し
み

ま
し
た
が
、
毎
年
指
導
を
し
て
く
だ
さ

る
大
好
き
な
Ｅ
５９
国
本
先
輩
の
腰
の
爆

弾
が
数
日
前
に
爆
破
し
、
参
加
不
可
能

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

に

そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
ボ
ー
ル
を
届

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

又
Ｍ
５６
寺
島
先
輩
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
の

差
入
も
頂
き
ま
し
た

（
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
）

上
本
先
生
、
西
本
先
生
が

一
年
に

一

回
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
お

っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
り
、
毎
年
幹
事
を
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
参
加
さ
れ
て
な
い
方
、
是
非
先

生
方
に
会
い
に
来
て
下
さ
い
。

今
年
の
開
催
日
時
は
Ｈ
／
７
０
Ｈ
時

～
母
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

会
費

一
参
加
費
５
０
０
円

（ボ
ー
ル

・

ド
リ
ン
ク
代
等
）
、
弁
当
代
５
０
０
円

（要
る
場
合
）

※
見
学
の
場
合
は
会
費
は
無
し
で
す
。

お
申
込
み
は

大
阪
白
水
会
事
務
局
　
長
谷
川
ま
で

０
６
（６
５
５
２
）
２
２
２
１

（火

・
木

‐０
～
・６
時
）

９
都
府
Ｐ
，
”
オ
湧
ｃ
一声
”
も
ｏ
ｃ
一一ｏ
ｏ
オ
・８
８

泉
ェ
Ｓ
．２８
年
Ａ
料
一組
同
窓
会

新
丼
　
鎌
吉

昭
和

２８
年
卒

の
工
業
化
学
科

一
組

は
、
卒
業
後

４６
年

の
平
成
十

一
年

に

第

一
回
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

在
籍

三
十

三
名
中
、

二
十

二
名

の
参

加
が
あ
り
旧
交
を
温
め

一
気
に
若
返

っ

た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
は
年

一
回
料

亭

・
ホ
テ
ル
で
同
窓
会
を
開
催
。
幹
事

は
負
担
を
軽
く
す
る
為
に
、
在
籍
中
の
出

席
簿
順
で
二
名
が

一
年
毎
に
交
代
制
で
。

集
会
後
は

「
泉
工

・
２８
年
Ａ
科

一
組
同

窓
〈
ご

の
布
幕
を
会
場
の
壁
に
張
り
、
そ

の
前
で
全
員
を
パ
チ
リ
と
。
会
食
の
終

わ
っ
た
後
は
必
ず
全
員
が
近
く
の
喫
茶
店

へ
。
出
席
人
数
が
多
い
と
大
き
な
テ
ー
ブ

ル
で
は
両
隣
り
や
向
い
の
友
よ
り
話
す
機

会
少
な
い
の
で
場
所
を
替
え
て
喫
茶
店
の

小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
は
ず
み
充
実
し

た
会
の

一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
年

一
回
の
集
ま
り
で
は
物
足
り
な
い
と
の
声

が
あ
り
、
春
と
秋
の
年
二
回
ハ
イ
キ
ン
グ

も
実
施
。
多
く
の
参
加
が
あ
り
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
行
先
は
大
阪
市
渡
船
巡
り
後

泉
工
訪
間
、
長
居
公
園
バ
ラ
園
、
箕
面

の
滝
、
武
田
尾
廃
線
跡
、
近
江
八
幡
水
郷

め
ぐ
り
、
山
科
疎
水
、
伏
見
十
石
船
遊
覧
、

四
郷
串
柿
の
里
、
神
戸
港
遊
覧
等
好
評
で

し
た
。
老
齢
化
も
あ
り
傘
寿
過
ぎ
の
年
に

十
七
年
間
の
会
合
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
数
名
の
同
窓
生
か

ら
ま
だ
ま
だ
会
い
た
い
と
の
声
が
あ
り
、

数
名
が
自
由
参
加
で
駅
か
ら
近
い
ホ
テ

ル
の
料
亭
で
年
二
回
集
ま
り
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
今
の
元
気
な
様
子
で
は
米
寿

も
続
き
そ
う
で
す
。
高
度
経
済
成
長
期
を

物
作
り

一
筋
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
に
耐
え

て
き
た
、
節
度
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

あ
つ
ま
り
で
す
。

与ゲ
ビ・ ビんなぅ`

こ じ
′し

ト
大阪自水会事務局はクラス会、同窓会の開催

をお手伝いいたします。

クラス会、同窓会の開催告知をホームページ

に掲載いたします。また会員相互の連絡等も

お手伝いたします。ご活用ください。

お問合せ・ ご質問は

大阪市立泉尾工業高等学校内 大阪自水会事務局 長谷川
電話 106-6552-2221(内 線 252)
Fax:06-6554-7612

※出勤時間帯 :火・木曜日 10～ 16時

メール :0_saka_hakusuikai@OutloOk cOm

ホームページ :http://osaka_hakusuikai sakura ne ip/
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南
　
敦
子

先
生

（図
書
科
）

退
職
し
て
か
ら
趣
味
や
歩
こ
う
会

（元

泉
工
教
員
、
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
ら
の
歩
く
会
）

ま
た
友
泉
会

（退
職
者
の
会
）
に
出
席

出
来
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
歩
行

が
困
難
に
な
リ
カ
ー
ト
頼
り
の
フ⊂
の
頃

で
す
。
何
と
か
白
活
し
て
お
り
ま
す
が
、

歯
が
ゆ
い
思
い
で
す
。

祝
賀
会
が
済
む
ま
で
大
変
と
存
じ
ま
す

が
、
理
事
の
皆
さ
ん
お
身
体
に
気
を
付

け
て
下
さ
い
。

金
子
　
清
治

先
生

命
電
気
科
）

泉
尾
工
業
高
校
　
昭
和

４４
年
４
月
～

平
成

１２
年
３
月
在
職

私
、
小
学
４
年
生
と
担
任
の
岩
本
先

生
で
す
。
岩
本
先
生
は
の
ち
に
高
校
の
数

学
の
先
生
に
な
り
泉
尾
工
業
高
校
電
気

科
の
立
ち
上
げ
に
活
躍
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
残
念
な
こ
と
に
私
が
勤
め
る
前
に
ご

病
気
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
て
学

校
に
赴
任
し
た
時
先
生
の
写
真
を
見
た

時
は
、
な
ん
で
こ
こ
に
写
っ
て
お
ら
れ
る
の

か
驚
き
で
し
た
。
ご
存
命
だ
っ
た
ら
ど
ん

な
に
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

先
日
東
京
に
い
る
同
窓
生
か
ら
送
ら
れ

て
き
て
お
知
ら
せ
し
た
次
第
で
す
。

堤
　
孝
之

先
生

（国
語
科
）

白
水
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、
お
変
わ

り
な
く
お
過
ご

し
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
、
十
七
年
ぶ
り
に
会
報

に
拙

文
を
掲
載

い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
、
た

い

へ
ん
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
前

回

は
、
泉

工
か
ら
住
商

へ
の
転
出

に
あ
た

り
異
動

の
ご
挨
拶
を
お
寄
せ

い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
住
商

で
十
年
、

つ
づ

く
第

二
工
芸

で
七
年

の
勤
務
を
経

て
、

現
在
は
扇
町
総
合
高
等
学
校
に
勤
め
て

お
り
ま
す
。
夜

の
ひ
と
か
ら
朝

の
ひ
と

へ
の
変
身
は
た
だ
な
ら
ぬ
も

の
が
あ
り

ま
す
が
、
と
く
に
体
調
を
く
ず
す

こ
と

も
な
く
寝
坊
し
て
ト
チ
る
こ
と
も
な
く

元
気
に
お
勤
め
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

泉

工
在
任
中
、
後
半

の
八
年
間
は
ふ

た
り
の
こ
ど
も

の
保
育
所

の
送
迎
を
し

つ
つ
も
そ
れ
な
り
に
大
役
を
仰
せ

つ
か

り
、
振
り
か
え
れ
ば
充
実
し
た
日
々
で

あ
り
ま
し
た
。
多
く

の
先
生
方

の
お
支

え
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
感
謝

い
た
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
こ
ど
も
た
ち
も
す
で

に
社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。
月
日
の
流

れ
の
速
さ
に
あ
ら
た
め
て
驚
く
ば
か
り

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
年
を
取

っ
た
と

い

う

こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う

な
あ

り

き

た
り

な

こ
と

ば

か

り

し

た

た

め

て
お

り

ま

す

と
、

ど

こ
か
具
合

で
も
悪

い
の
か

と
ご

心

配
く
だ

さ
る
向

き
も
あ
り
ま
し

ょ
う
。

扇

総

で
は
、
泉

工

で
机

を
並

べ
た
先

生
方
も

い
く
ら
か

い
ら

っ
し

ゃ

っ
て
、

み
な

一
様

に

「
あ

い
か

わ
ら
ず

と

い

う

か
、

エ
ス
カ

レ
ー

ト

し

て
る
と

い

う

か
」

な
ど

と

お

っ
し

ゃ
る
と

こ
ろ

を

み
る
と
、

た
ぶ

ん
だ

い
じ

ょ
う
ぶ

で
し

ょ
う

（
意
味
不
明
）
。
私

の
在
任

当
時

の
泉

工
生

で
あ

っ
た
会

員
諸
氏

に
あ

っ
て
も
、

き

っ
と

そ
う
感

じ

て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ

禍

の
も
と
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

松
下

一具
治
先
生
奮
電
気
科
）

長
期
の
旅
行
に
行
き
た
い
。

こ
の
３
月
の
定
年
退
職
を
待
た
ず
に
、

１
年
早
く
高
校
教
員
生
活
を
終
え
ま
し

た
。
泉
尾
工
、
生
野
工
、
西
、
都
島
工
で
勤

務
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
情
報
教
育
研
修
１

年
間
、
休
職
制
度
を
利
用
し
て
大
学
院
２

年
間
、勉
強
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

退
職
後
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
兼
ね
て

長
期
の
旅
行
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
身
動
き
が
立
た
ず
自
宅
で

の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
。

朝
は
家
庭
菜
園
の
水
や
り
か
ら
始
ま
り
、

朝
食
後
は
昼
ま
で
読
書
、
午
後
か
ら
は
趣

味
の
川
柳
な
ど
の
投
稿
、
夜
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
教
育
相
談
な
ど
の
実
践
や
研
究
を

細
々
継
続
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
佐
賀

県
に
宿
泊
し
て
４７
都
道
府
県
宿
泊
を
達
成

し
、
４
月
に
は
新
西
国
三
十
三
ヵ
所
巡
り

も
終
え
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
四
国
八
十
八
ヵ
所
巡
り

と
、
あ
と
北
大
東
島
と
鳩
間
島
を
残
す
沖

縄
の
離
島
巡
り
を
元
気
な
う
ち
に
達
成

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
退
職
後
は

極
力
自
転
車
を
利
用
せ
ず
、
１
日
１
万

歩
を
目
標
に
し
て
い
る
せ
い
か
、
在
職
中

は
１
５
０
く
ら
い
あ

っ
た
血
圧
も
今
で

は
１
２
５
く
ら
い
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
元
気

で
大
阪
―
東
京
間
を

リ
エ
ア
新
幹
線
に
乗
車
で
き
る
よ
う
に

健
康
第

一
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！
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事
態
で
も
仕
事
は
休
め

千
栄
延

雌
ソ
年
生

の
時
、
空
手
の
打
揚
氏
が

機
鷲
持
の
稽
古
場

へ
来
ら
れ
ま
し
た
。

一覚
れ
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
私
は

は
う
き
り
覚
え
て
お
り
ま
す
。

Ｅ平
４
一一果
Ⅲ　
勝
弘

統
合
か
…１
‐ざ
み
し
い
で
す
ね

．
　

　

（賠
は
下
点
）

暉
Ｍ
２３

日
置
・・・宏

９‐
歳
で
す

を
迎

え
ま

し
た
。

事

。

一上
田

饉暑
摯

ナ
禍
の
今
日
、
不
自
由
で
す
が

に
致
し
て
お
り
ま
す
。

Ｍ
％
　
三
府
　
義
和

泉
工
３
年
間
は
素
晴
し
か

っ
た
で

す
。
大
学

４
年

間
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ｖ

（
ワ
ン

ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
）
山
ば
か
り
行

っ
て

ま
し
た
。
６８
才

の
と
き
剣
岳
に
登
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
「
力
三

の
横
バ
イ
」

は
ス
テ
ン
レ
ス
の
鎖
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。
さ
す
が
に
怖
か

っ
た
で
す
。

Ａ
３。
　
木
村
　
賢
司

統
廃
合
は
１
０
０
周
年
記
念
後
に
な
る

よ

つ
願
っ
て
ま
す
。
（自
水
（豪
万

）

Ａ
３．
　
角
野
　
　
匡

４
人
組

（赤
城
英
喜

・
安
藤
允

一
・

津
田
義
貞

・
角
野
匡
）
級
友
で
す
。
特

に
３
人
組
は
Ｈ
ｌ８
～
２２
年

の
５
年
間
、

年
１
回
国
内
旅
行
！
３
泊
４
日
青
春
を

謳
歌
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
３２
　
今
井
　
弘

８２
歳
に
な

っ
た
今
も
テ
エ
ス
大
会
に

出
場
で
き
る
の
は
３。
代

か
ら
続
け
て
る

お
蔭
。
継
続
は
力
で
す
。

Ａ
３７
　
宇
都
宮
　
正
則

つ
つ
が
無

い

『
余
生
』
を
生
き
る
の

で
は
な
く
、
地
域
社
会
、
友
人
に
希

望
を
活
力
を
与
え
る

『
与
生
』
を
生

き
切
り
た
い
。

Ａ
３９
　
南
野
　
芳
男

甲
種

・
泉

工
の
皆
様
お
元
一気

で
す

か
！
統
合
も
発
展

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

希
望

・
健
康
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

各
社

Ｏ
Ｂ
会

員

５
万
人

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

役
員
や

っ
て
ま
す
。

Ａ
４。
　
西
尾
　
奎畳
　
　
　
　
　
ヽ

市
立
が
な
く
な
る
こ
と
は
シ
ョ
ツ
ク

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｃ
３４
一　
堀
　
信
夫

陶
芸
を
始
め
早
や
１７
年
、
亦
楽
庵
陶

芸
教
室
で
作
陶

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
い
で
す
ね
。

Ｃ
３４
　
妹
尾
　
修

令
和

２
年

１０
月
　
令
和
は

コ
ロ
ナ

の
為

に
岡

山

県

矢
掛

町

の
墓

参

り

も
中
止
し
、
大
阪
自
水
会
総
会
も
中

止

と
な
り
本
当

に
困

っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
憎

い
。

Ｃ
４７
　
山
下
　
秀
雄

コ
ロ
ナ

Ｈ
決
定
的
な
解
決
策
が
早

く
新
間
に
出
な

い
か
な
？
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

Ｃ
６。
　
長
谷
川
一　
峯
子

コ
ロ
ナ
で
運
動
施
設
が
使
え
ず
、
家

で
軽
い
筋
ト
レ
と
ベ
ラ
ン
ダ
で
ハ
ー
ブ

を
育
て
て
い
ま
す
。

Ｄ
平
１
　
谷
口
　
康
子

今
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
の
中
止
残

念
で
す
。
１
０
０
周
年
の
時
は
盛
大
に

行
わ
れ
る
よ
う
願

っ
て
ま
す
。

Ｄ
４３
　
川
森
　
愛
子

今

回

（
総
会
）

は
本
当

に
残
念

で

す
が

・
・
・
次
の
機
会
を
心
よ
り
お

待
ち
し
ま
す
ネ
！

代表取締役会長 主魯Iヨ  ツ台 (昭和37年窯業科卒 )
0554-0013  大阪市止ヒ花区梅香 12~「 目2番 1 7号
TEL(06)6461-5212  FAX(06)6461-2420

E‐lrndl:masudakensetsu@nifty com

匠の技で、未来を築く

田建設株式会社



(27)IZ`″

1者

嚇竿||
で七 ■

継後 ]
み嗜卜 |‐ |

ヤれ ||

ι (1

ム機

tヂ ι

執
損
一
‐‐‐
皇
崎
　
公
泰

一
一
一
一
」

芳
昨

一
一
中
５
月
６
日

Ｄ
”
一
一中
森
　
楠
司

２
勢
　
中
川
　
和
成

・一　

　

・・
　

　

　

令
元
年
８
月
５
日

Ｃ
・６
　
阿
瀬
川
　
勇
二令

２
年
９
月
２４
日

Ｃ
３．
　
紀
多
　
一二
伍

１
０
０
周
年
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
主
人
は
令
和
２
年
５
月
５
日

に
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
い
つ
も
誇

り
に
思

っ
て
い
ま
し
た
の
で
心
ば
か
り

で
す
が
お
届
け
致
し
ま
す
。

Ａ
‐２
　
喜
多
　
仲
次

一・　
　
令
３
年
３
月
１２
日
　
‐０‐
歳
２
ヶ
月

一Ａ
・４‐　
竹
花
　
稔

一

一　
■
一　
　
　
　
　
平
成
２７
年
１０
月
２８
日

一Ａ
Й
　
山
田
　
武
二

Ａ
・・６

・近
藤
　
宰
平

Ａ
ｒ
一
山
荘
　
一
郎

令

３
年

２
月
６
日

Ａ
３．
　
赤
城
　
英
喜

Ａ
４３
　
大
澤
　
　
準

令
３
年
７
月
１９
日

Ａ
４３
　
内
海
　
佳
子

（旧
姓

堀
江
）

令
元
年
６
月
１７
日

Ｍ
３５
　
北
村
　
秀
昭

『
散

る
さ
く
ら
　
残

る
さ
く
ら
も

散
る
さ
く
ら
』
主
人
は
昨
年
の
会
報
誌

に
載
せ
て
頂
き
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
九
月
二
十

一
日
に
肺
ガ
ン
で
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
お

世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
大

阪
白
水
会
の
百
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
主
人
も
天
国
で
喜
ん
で
い
る

事
と
思
い
ま
す
。

（奥
様
か
ら
）

Ｅ
４６
　
今
井
　
考
夫

令
２
年
３
月
５
日

Ｍ
３５
　
宮
阪
　
正
春

理
事

令
２
年

１２
月
７
日

生
前

の
主
人
を
支
え
て
い
た
だ

い
た

ご

厚
情

に
深
く
感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。

皆
様
と
楽
し
く
お
会

い
し
て
い
た
の
で

す
ね
！
カ
メ
ラ
を

い
つ
も
バ

ッ
ク
に
入

れ
て
出
か
け
て
い
ま
し
た
。（奥

様
よ
り
）

大
阪
台
水
会

理
事

菅
汲
エ
ネ
さ
ん
を
し
の
ん
で

・
・
・

母
校
並
び
に
自
水
会
発
展
に
色
々
と

ご
尽
力

頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

木
原
　
和
子

辛
い
で
す
ね
。
白
水
会
の
事
も
色
々

と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

稲
地
　
幸
雄

突
然
の
訃
報
に
び

っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
体
調
を
く
ず
さ
れ
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
て
案
じ
て
い
ま
し
た
が
、
元

気
に
語
り
合

っ
た
頃
の
面
影
が
浮
か
ん

で
辛
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

戸
田
　
省
吾

本
当
に
悲
し
い
お
知
ら
せ
残
念
で
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
お
祈
り
致
し
ま
す
。

市
山
　
輝
夫

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
ま
だ
ま
だ
、

一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
矢

先
に
残
念
で
す
？
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
合
掌

福
永
　
哲
哉

Ｈ
Ｐ
ブ

ロ
グ
連
載
の

『虹
の
か
な
た

へ
』
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

泉
尾
工
業
の
剣
道
部
み
た
い
な
内
容
で

し
た
ね
。
寂
し
い
限
り
で
す
、
で
も
、

私
の
心
の
中
に
い
つ
も
生
き
て
い
ま
す

よ
―

宮
坂
さ
ん

あ
り
が
と
う
。

朝
倉
　
則
男

宮
坂
さ
ん
は
剣
道
部
の
先
輩
で
、
剣

道
部
の
Ｏ
Ｂ
会

（白
水
剣
友
会
）
の
稽

古
会
に
４８
才
の
時
に
来
ら
れ
、
３。
年
振

り
に
剣
道
を
再
開
さ
れ
、
３
段
、
４
段
、

５
段
、
６
段
、
７
段
と
昇
段
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ね
ん
り
ん
ビ

ッ
ク

（
６。
才

以
上
の
全
国
大
会
）
に
も
何
度
も
出
場

さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
、

お
酒
好
き
の
方
で
も
あ
り
よ
く
杯
を
重

ね
た
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
心
温
か
い

先
輩
が
こ
ん
な
に
も
、
呆
気
な
く
お
亡

く
な
り
に
、
本
当
に
悲
し
く
寂
し
く
な

り
ま
し
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
休
み
く

だ
さ
い
。

植
西
　
輝
吉

長
年
白
水
会
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
剣
道
７
段
の
剣
士
で
、
泉
工
で
の

後
輩
指
導
に
も
快
く
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
生
前
お
見
舞
い
に
行
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
術
後
で
身
体
を
起
こ
す

の
も
お
辛
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
階
段
で

降
り
て
来
ら
れ
、
い
つ
も
通
り
冗
談
を

交
え
笑
わ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
は
死
期
が
近
い
と
直
接
お

っ
し
ゃ

ら
な
か

っ
た
で
す
が
、
ご
家
族
の
ご
様

子
か
ら
何
と
な
く
解

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
逝

っ
て

し
ま
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
宮

坂
先
輩
は
最
後
ま
で
本
当
に
武
士
で
し

た
。
い
つ
も
優
し
い
お
言
葉
や
素
敵
な

詩
で
癒
し
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

事
務
局
　
長
谷
川
　
峯
子

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

理
事

一
同
　
　
合
学

ま

ι

ソ
．

ま

す
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浴
祗
わ
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鶉
渕
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2021(令和 3年)9月 (30)

会
費

・
寄
付
納
入
者

一
覧

霰
確
）

令
和
２
年
８
月
～
令
和
３
年
７
月
締
切
分

会
費
納
入
お
よ
び
寄
付
等
で
大
阪
自
水
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
年
々
会
費
納
入
者
が

減
少
し
、
当
会
の
財
源
も
危
機
的
状
況
で
す
。
そ
の
中
で
も
会
報
発
送
費
の
経
着
一負
担
が
重
く
財
源
を
揺
る
が
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
大
々
的
な
経
費
削
減
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
よ
り
会
報
発
送
は
会
費
納
入
者
お
よ
び
動
向
を
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た

だ
い
た
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｆ
フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン
エ
学
科

■

一
、○
○
○
円

平
２．
松
　
場
　
あ
ゆ
み

（吹

奏

楽
）

勇

宮

本

智

花

令
元
西
　
川
　

一
一　

美

（テ
キ
ス
々
つ「
ル
）

Ｓ
紡
績
・繊
維
工
業
科

■

一
〇
、
○
○
○
円

３７

政
　
岡
　
一
一　
郎

３７

中
　
村
　
好
太
郎

■
五
、
○
○
○
円

３０

巽
（
　

　

昭
　
一二

（ハ
ー
モ
ニ
カ
）

４０

田
　
仲

　

稔

（生
　
　
物
）

■
三
、
○
○
○
円

４０

磨

円

昭

男

４３

川

森

愛

子

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

５７

勇

田

洋

伸

（軟
式
野
球
）

６３

村

上

達

夫

（野
　
　
球
）

■

二
、
○
○
○

円

‐２

野

田

成

男

３２

服

部

奈
良
次
郎

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４４

岩

崎

勇

次

（自
動
車
）

４６

山

田

信

夫

（吹
奏
楽
）

４８

清

水

弘

恵

５‐
仲

尾

美

幸

■
一
、○
○
○
円

３。

生

時

正

直

３。

知

念

圭
口

功

３２

近

藤

忠

雄

３６

山

野

進

平

４０

池

田

未

男

（野
　
　
球
）

４。

多

　

田

　

健

４０

嶋

　

田
　
　

理

４２

中

村

憲

重

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４２

中
　
尾
　
主
我
　
博

４４

岩
　
本
　
久
仁

子

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４５

梶

浦

俊

昭

４５

北

國

和

子

（マ
ナ
ー
同
好
会
）

４５

田
　
口
　
健
二
郎

（タ
ッチ
フ
ット
ボ
ー
ル
）

４５
丸

山

節

子

（硬
式
テ
ニ
ス
）

４６

藤

本

民

枝

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４７
松
　
尾
　
み
づ
る

（硬
式
野
球
マ
ネ
ー
ジ
ャ
）

４７

片

　
岡
　
良
太
郎

（硬
式
野
球
）

４８

木

原

和

子

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４９

成

瀬

昌

子

Ｄ
色
染
・
色
染
工
業
科

■
二
〇
、
○
○
○
円

６２

川
　
内
　
宏
　
伸

■

一
〇
、
○
○
○
円

３７

中

村

久

住

（登
　
　
山
）

詈

砂

坂

広

明

■

五
、
○

○
○

円

２９

瓜

坂

元

一

４０

岡

田

政

男

（詩
　
　
吟
）

■

三
、
○

○
○

円

２９

大

嶋

邦

夫

３２

堀
　
　
　
圭
我
　
憲

３８

十

川

征

洋

３９

佐
　
原
　
　
忍

（タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）代

３８

大

杉

雅

（サ
ッ
カ
ー
）

康

３６

柴

田

正

巳

（バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

３０

木

村

賢

司

（ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

５０

網
　
野

　

一

■

一
、
○
○
○
円

‐６

大

嶋

隆

２０

西

村

半

２４

長

井

健

２７

士
日
　
田
　
時

（ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
化
学
）

２８

岡

田

充

弘

（サ
ッ
カ
ー
）

紳
嗣
朗
功

43   43   4338

斎 範伊 ,白 仲

藤 導藤 参
岩 尾

勝
じ
孝 敏

実
造  一 孝

雄 三 兵 造  久 正

司  剛 勉
子     彦 男 昭 枝 二 代 隆

47   45 4545 404242 40

豊小 茨西 岩 今 山 富 石 木
奏

山り||き 本 倉 村 本 田 原 ド

51    5043   41 383838 29■    50434240

31量 I言
]裏算
[:炉目9][][

35   32 3231

軍大 彗渡 上 柴

球杉 真辺 田 崎

59

象大

泳山

君
一   譲 靖
巳 久   夫 夫   江

38

/」ヽ

森

常

司

46   43   41 40

魏 白 案伊 言根 箱

道崎 道藤 Q来 田

金  恵  繁
次      稔
貞「    ツ々    な佳

■

一
、
○
○
○
円

２０

池
　
田
　
和

３。

福

森

文

３２

本
　
間

３４

藤
　
下

３４

松
　
田
　
直

３８

大

槻

博

４０

渡
　
辺

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

４０

香

川

守

雄

４５

沖

　

　

康
　
江

４６

森

　

　

福
　
子

４８

西

勢

津

子

（剣
　
　
道
）

平
１
谷
　
口
　
康
　
子

Ｉ

新

子

泰

右

平
４
竹
ノ
内
　
隆
　
史

Ｃ
窯
業

・
セ
ラ
ミ
ツ
ク
科

■

一
〇
、
○
○
○
円

３２

金
曰
　
根
　
　
朗

■
五
、
○
○
○
円

４３

後

藤

清

剛

重

局

野

和

行

■
三
、
一
〇
〇
円

３８

木
　
下
　
博
　
詮

■
三
、
○
○
○
円

２７

田
　
中

　

武

（サ
ッ
カ
ー
）

３２

佐

藤

上
口

男

（サ
ッ
カ
ー
）

３４

堀

　

　

信
　
夫

（サ
ッ
カ
ー
）

３９

森

永

正

囲

（サ
ッ
カ
ー
）

３９

山
　
内
　
孝
治
郎

４‐

榎

本

俊

和

６。

岡

部

文

彦

■
二
、
○
○
○
円

３０

岡

部

光

宏

３‐

大
　
江
　
　
昭

３２

宮

　

　

秀
　
多

（硬
式
野
球
）

３３

木

内

政

雄

（硬
式
野
球
マ
ネ
ー
ジ
ャ
）

３３

小

谷

一

郎

３３

田

村

三
二

立

（サ
ツ
カ
ー
）

３７

畑
　
　
　
正
　
幸

３７

福

田

利

明

３８

東

　

　

秀
　
雄

４０

橋

本

恵

治

４０

岩
　
本
　
　
一員

４０

西

田

繁

雄

４‐

泉

　

　

登
喜
夫

４‐

久
保
井
　
三我
　
夫

４‐

中

居

徳

夫

（タ
ッ
チ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

４２

平
　
田
　
　
二早

（新
　
　
聞
）

４４

〓
一　
浦
　
由
　
清

４７

山

下

秀

雄

（陸
　
　
上
）

６０

長

谷

川

　

峯

　

子

（硬
式
テ
ニ
ス
・
陶
芸
）

Ａ
応
用
化
学
・工業
化
学
科

■

一
〇
、
○
○
○
円

‐８

山
　
口
　
謙

　

一

２８

濱

中

富

〓
一

２８

塚

谷

俊

介

４５

西

岡

俊

和

■
八
、
○
○
○
円

３‐
　
一　

同
　
〈四
人
で

赤

城

英

喜

安

藤

允

一

津

田

義

貞

角
　
野
　
　
匡

■
五
、
〇
〇
〇
円

３０

市

山

輝

夫

３３

山
　
畑
　
阿
威
磨

３７

宇
都
宮
　
正
　
則

■
三
、
○
○
○
円

３‐

井

上

克

３‐

河

〈
口
　
利

（園
　
　
一５

４８

松
　
村

（硬
式
テ
ニ
ス
）

６‐

武

菅
田

雅

彦

■
二
、
五
〇
〇
円

４．

山
　
本
　
一暑
久
雄

（自
動
車
）

■
二
、
○
○
○
円

望

暑

多

仲

次

3636343231 3029■    46 41   39   37

45   42   42 42   41

軍 長 支 河 業 大 浜 奪 岡

球 副 芸 原 道 段 田 真 嶋

禾日  賢   久     健
進  次

コ三   沼台   弓「       良「

嘉 賢 惟

郎 司 洪  明 己

32   3231

書亀 覇神 大

楽尾 球 山 浦

禾J
太       貴    健

裕 三 親 郎 平 司  光    次

昌    俊    和 禾日

代  彦  三 男

俊   孝 峰
正  清     博
司  一 雄

3231 31 31

宇小 川 脇 荒

乙嶋 端  木

広 真  雅
一 進

士 郎    ノ人、

41 40   403939   3838363635343332 3232

29 28282828   2828
欝新 犬 松 杉 桑 書新 門

球里 飼 浦 野 田 楽井

善  正 道   鎗 文
功   進
成  幸 雄   吉 彦

4039   38383837 37   37363535   35 35 35 3433 33   32

案西 高 宇木 南 坂 馬 谷 慮駒 岡 /Jヽ 丸 慮戸 郡 向 濱 松 梶 奪玉
二         援       援

導尾 元 乙村 條 井 場  □ 田 本 林 橋 □ 田  井 日 本 野 真西

憲 和  美 亮 尚 秀 正  喜 吉

一 彦  司 一 之 侃 一  弘 正

勝 喜 守 健 音 勝  義



(31)|れる権

373534
池 大 稲

上 塚 田

勝 康 隆

也 夫 幸

3433333331   31 30
蔭 松 増 三 中 τ原 永

山 本 田 原 川 ヤ l‖ 沼

正 隆 富 政
宏       弘 公
則 義 性 美

よoi言詈ioi:言阜
哲    円  晴  省 円
貫          猛

哉      八  吾

2冨 冥柔言
茨

止義三啓忠雅

文  至 司 章

45 37   35 35 32

つ 寺 寅 藪 余 矢 藤

孝嶋本菱栞田原
ヽ
一       ス

真 正  克  乙
寛 太

メ、禾||  ク、  貞「

4745 41 41 41 40403939393938 38 38

章 山 澤 澄 佐 木 横 三 山 柴 落 宮 標 高 斎
々

球 中   木 村 田 宅 内 田 合 脇 井 橋 藤

一 昭 直 淳 智  孝 洋 迫 正 楯 貞 恒 宏

男 二 治 夫 弘  史 一 之 明 雄 行 晴 行

41   41

笙 奈 甕 中

物 古 山原

幸  英

春  男

45 444342 42   41 41   41 41 41 40

吉 倉 大 古 朝 蕪徳 今 保北 岩 馬 池
線

村 澤 島 田 田 窪 島 井 操本 佐 場 田

英 光 政  健  金   元 昭 隆
隆  五 滋  治

志 男 治  蔵  郎   春 光 司

｀~   51   4747   44 39393938

剤林 積 島 破東 北 積大 岡 米 金 小

道  嚢りII璽 村 村 嚢川 田 川 森 松

佳  行    輝 美  由
賢      博  孝    淳
明  雄     雄 彦  ニ

38   38383837   36 36   35 3534

穫池 軍久 畠 植 松 G大 増 藪樋 松 西
式              式

毬 田 毬家 中 田 田 量 部 田 勇
野 田 尾

叡 雅 芳   征 義  清 博 壽
秀     茂  四
治 英 忠   郎 雄  司 治 一

３７
一則
　
川
　
金
四
郎

（卓
　
　
球
）

■

二
、
○
○

○

円

‐８

浦
　
井

　

清

２５

諸
　
山
　
　
登

（無
　
　
線
）

平
１４
山
　
下
　
　
剛

五

森

田

弘

基

■

一
、
○
○
○
円

２５

片

岡

祥

光

２８

倉

持

鉄

雄

（バ

レ

ー
）

４５

篠

藤

利

雄

笙
（　
　
線
）

４９

西

　

　

　

明

（剣
　
　
道
）

５９

大
　
森

　

武

（Ｊ
Ｒ
Ｃ
・
軟
式
野
球
）

■

二
、
○
○
○

円

４‐
片

山

卓

治

（自
動
車
）

４‐

玉

置

憲

治

４２

勇
　
崎

　

務

（卓
　
　
球
）

４３

東

本

吉

司

（柔
　
　
道
）

４４

酒
　
井

　

武

５９

坂

　

国
　
雅
　
彦

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

ｆ

桑

田

勝

弘

■

一
、
○
○
○
円

４‐

足
　
工工
　
　
登

４‐
小

山

昭

治

（自
動
車
）

４‐

片

山

年

久

４‐
河

村

保

志

（硬
式
野
球
）

４８

樋

口

宏

之

５２

片
　
岡
　
　
登

（サ
ッ
カ
ー
）

５２

平

湯

教

平

（サ
ッ
カ
ー
）

５６

木

田

達

也

５６

山

本

幸

治

託

垂

水

良

祐

訴

中

村

龍

章

旧

職

員

■
五
、
○
○
○
円

森

　

　

厚
　
一二

■
三
、
○
○
○
円

川

村

修

弘

■
二
、
○
○
○
円

藤

平

昇

〓
．

■

一
、
○
○
○
円

松
　
下
　
」県
　
治

大
久
保
　
宣
（　
弓

沢
　
井

　

厚

正
　
埜
　
折
曰
　
子

足
　
工立
　
哲
　
夫

（卓
球
顧
問
）

４６

長
谷

川
　
　
徹

（無
線
放
送
）

４７

小
見
山
　
工羊
　
一
一

４８

岡
　
部
　
篤
　
嗣

（少
林
寺
拳
法
）

４９

佐
々
木
　
　
清

Ｍ
化
学
機
械

・
機
械
科

■

三
二
、
○
○
○
円

３５

金
　
高
　
　
武

■

一
〇
、
○
○
○
円

３７

間
　
　
　
文
　
一彦

３９

南

部

忠

彦

３９

和

田

芳

雄

４６

饗
　
庭

　

忠

（旧
姓
　
丼
口
）

■
五
、
○
○
○
円

３５

北

村

秀

昭

３６

内

藤

景

満

ざ

今

田

信

行

五

瓜

生

真

崇

■
三
、
○
○
○
円

３２

中

山

恵

介

３４
清

水

義

幸

（硬
式
野
球
）

４７

梶
　
野
　
千
栄
延

（少
林
寺
拳
法
同
好
会
）

４８

野
　
間
　
　
進

４８

川

上

光

男

（応

援

団
）

一
● 昨

年
会
報
記
載
の
お
詫
び

昨
年
度

の
会
報
内

の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
左
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記

ド

レ

Ａ
４．
根
来

繁
雄

Ｃ
３２
宮
　
秀
多

Ｓ
３。
寺
島

秀
夫

Ｍ
４．
打
揚
　
猛

顧
間
後
藤
　
翔

収
入

（匿
名
）

禾」

子
氏
　
　
　
名

会
費
覧
で
の
お
名
前
間
違
い

会
費
覧
で
の
ク
ラ
ブ
名
間
違
い

会
費
覧
で
の
お
名
前
間
違
い

こ
の
人
登
場
内
で
の
お
名
前
間
違
い

ク
ラ
ブ
活
動
短
信
で
の
お
名
前
間
違
い

決
算
書

（
１００
周
年
積
立
金
）
内
の
数
字
間
違
い

決
算
書

（１００
周
年
積
立
金
）
内
の
数
字
間
違
い

誤

記

内

容

根
米

繁
雄

早

根
来

繁
雄

硬
式
野
球

↓

軟
式
野
球

寺
田
秀
夫

↓

寺
島

秀
夫

打
　
揚
猛

与

打
揚
　
猛

後
藤
　
将

↓

後
藤
　
翔

〓

ｏ

早

一
ｏ
ｏ
ｏ́
ｏ
ｏ

一〇
〇
）〇
〇
〇
　
■
▼　
　
　
　
一卜
〇

誤

早

正
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事

務

局

だ

よ

り

昨
年

に
引
き
続
き
、

コ
ロ
ナ
禍

で
白

水
会
理
事
会
議
も
延
期
再
延
期
か
ら

の

中

ＩＩ．
に
な
り
、

１０
月
の
１
０
０
周
年
事

業

も

思

う

よ

う

に
進

ま
ず
、

常

任

埋

事

（
１
０
０
周
年
事
業

の
実
行
委
員
会

６
名
）

で
オ

ン
ラ
イ

ン
会
議
を
試
み
ま

し
た
が
、
ま
ず

は
ア
プ

リ
の
取
得
か
ら

始
ま
り
、
慣
れ
な

い
操
作
に
四
苫
八
苫
、

全
員
人
室
す

る
の
に
３。
分
以
上
か
か

っ

て
ま
し
た
。
現
在
は
月
２
回
以
ヒ

の
会

議
を
ス
ム
ー
ズ

に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

（お
陰
様

で
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議

の
ス
キ
ル

が
身
に
つ
き
ま
し
た
～

（笑
と

私
事

で
は
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
イ
ベ

ン
ト

が
全

て
中
止

に
な
り
、
ダ

ン
ス
や
バ
ト

ミ
ン
ト

ン
練
習
場
所

の
ス
ポ

ー

ツ
施
設

が
使
え
な
く
な
り
、
脂
肪
が
身

に

つ
き

ま
し
た

（汗
）

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

Ｉ
な
事

も
あ

り
ま

し
た
。

３
月
に
長
女
が

５
歳
年
下

の
好
青
年

と

結
婚

い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
下

に
は
息

子
が

２
人
残

っ
て
い
ま
す
が
、

１

つ
肩

の
荷
が
お
り
ま
し
た
ｃ‐

事
務
局
に
Ａ
４９
卒

の
佐
々
木
さ
ん
か

ら
卒
業

４７
年
ぶ
り
に
初
め

て
の
同
窓
会

を
開
催
し
た

い
の
で
と
、
名
簿

の
問
合

せ
が
あ
り
ま
し
た
．

２
ク
ラ
ス
あ

っ
た

の
に
名
簿

に
は
十

数
名
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、
佐
々
木
さ

ん
が
電
話
し
た
と

こ
ろ
な
か
な
か
繋
が

ら
す
、
繋
が

っ
て
も
主
人

（嫁
）
は
亡
く

な
り
ま
し
た
と
聞
か
さ
れ
、
「
心
が
折
れ

ま

し
た
ど

う

し
た
ら
良

い
で
す

か
？
〓

と
再
度
連
絡
下
さ

い
ま
し
た
。
卒
業

し

て
仕
事

に
忙
し
く
、
結
婚
し
家
庭
を
持

ち
家
族
も
増
え
、
め
ま
ぐ
る
し
く

日
々

を
過
ご

し
、
年
月
を
重
ね

て
定
年
を
迎

え
、
や

っ
と
落
ち
着

い
た
時

に
泉

工
時

代
を
思

い
出

し
、
集
ま
り
た

い
―
同
窓

会
を
し
た

い
―
と
思

っ
て
も
誰

１
人
連

絡
が

つ
か
な

い
の
は
寂

し
事

で
す
ね
、

Ａ
４９
卒

の
方
、
是
非
事
務
局
ま

で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

最
後

に
昨
年

の
会
報

一
我
が
故
郷

の

母
校
』

で
大
作
を
寄
稿
し
て
下
さ

つ
た

Ｍ
３５
北
村
秀
昭
氏
が
お
亡
く
な
り
ま
し

た
。
死
期
を
悟

っ
て
の
大
作
寄
稿

で
会

報
が
手
元
に
届
き
、
大
変
喜
ん
で
い
た

と
奥
様
か
ら
お
礼

の
お
手
紙
を
頂
き
ま

し
た
。

少
し
で
も
白
水
会
が
同
窓
生
と
の
繋

が
り
に
お
役

に
立
ち
、
喜
ん
で
下
さ
る

な
ら
事
務
局
冥
利
に

つ
き
ま
す
。

卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
お
電
話
、
来
校

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

麦心bて多くの仲間が
集えるために

～創立 100周年記念祝賀会翌年への延期を決する～

大
阪
白
水
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
会
報
の
会
長
挨
拶
で
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
余
波
は
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
沈
静
化
は
す
る
も
の
の
安
心
で
き
る
日
常
生
活
は
取
り
戻
せ

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
特
効
薬
と
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
高
齢
者
を
優
先
に
若
者

へ
と
接
種
が
拡
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
接
種
が
完
了
し
て
も
多
く
の
仲
間
が
集
う
祝
賀
会
の
開
催
に

伴
う
感
染
リ
ス
ク
は
払
拭
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
祝
賀
会
会
場

（大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
）
の
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
料
が
発
生
す
る
令
和
３
年
７
月
１
日
ま
で
に
判
断
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
堂
に
会
す
る
理
事
会
の
開
催
が
困
難
な
状
況
下
よ
り
、
自
水

会
理
事
役
員

へ
の
文
書
に
よ
る
表
決
方
法
で
母
校
創
立
１
０
０
周

年
記
念
祝
賀
会
の
開
催
を
令
和
４
年
１。
月

へ
の

一
年
間
の
延
期
措

置
を
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
祝
賀
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
令
和

３
年
度
大
阪
白
水
会
総
会
の
開
催
も
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
年
次
総
会
で
決
議
し
て
い
る
前
年
度

（令
和
２
年
度
）
事

業
報
告
及
び
新
年
度

（令
和
３
年
度
）
事
業
計
画
な
ら
び
に
前
年

度
決
算
報
告
及
び
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
理
事
役
員
に
よ
る
文

書
表
決
を
経
て
本
会
報
に
公
告
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会
が
１
年
延
期

に
な
る
こ
と
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
大
阪
白
水
会
会
員
の
皆
様
方
が
安
心
し

て
集
え
る
こ
と
が
本
白
水
会
の
基
本
方
針
で
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

理
解

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
（．



 

学校⾏事(文化祭)の日程誤りのお詫びについて 

2021 (令和 3 年 9 月) 発⾏会報 28 ページ  

 

 

 
今年度の会報発行(2021年・令和 3年 9月)が遅延していますが、今年 11月に行われます

学校文化祭行事の開催予定日(28 ページ)を本会報にて報じましたが、日程を間違って掲載
しました。次のとおり訂正して改めてご案内しますとともに、編集部より深くお詫び申し

上げます。 
 
誤って発表した日程 令和 3年 11月 7日(日)・8日(月) 
正しい日程     令和 3年 11月 4日(木)・5日(金) 
 
なお、コロナ禍の状況で昨年同様に学校関係者(生徒および教職員)のみの開催になる場合が
ありますので、直近の学校ホームページでのお知らせを確認していただきますようよろし

くお願い申し上げます。 
大阪白水会 事務局(06-6552-2221) 

 

日程の誤報箇所 
誤 令和 3年 11月 7日(日) 8日(月) 
正 令和 3年 11月 4日(木) 5日(金)  


